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抄 録

結 核 專 門 雑 誌

Bdt】 彪gezurK1董n三kderTuberkuloseB(L8甑H.7,&1936

上葉 空 洞 療 法 トシ テ ノ ハ ラ7`ン ー充 墳 法

A.Neddermeyer:Erfahrung.enmitderParaffinplom-

bebeiOberlappenkavemen.

充 填法 ・利 益 ・・患 者 ヲ 侵 害 ヌ ル コ ト部 分 的 成形 術 ヨ

唖軽 ク、雀 ツテ雨 側 性病 隻 ノタ メ成 形 術 不 可能 ・鑑 合

モ行 ヒ得 、又 他側 二他 ・重 競療 法 ヲ併 用 シ得 、殊 二全

皇状 聾侵 サ し成形 術不 能 ノ醤 合 共 ノ前 虞 置 トシ テ行

つ。不 利 よ致 ・・充 填 部 ノ周園 二炎 衝 コ超 ジ穿 孔 コ起 ス

コ トデ ア し、早期 二起 ッ タ空 洞 ヘ ノ穿 孔 ハ殆}卜 全部

死 亡 ス ル ガ後 期 ノ氣 管 枝 腔 、 叉 ノ・胸 壁 外 へ ・穿 孔 ノ・

「バ ラフ看
」コ陰 キ成形 術 乾 行 ニ ヨ リ治 癒 ソ得 是 等 ノ

危 陰 ア ル タ ・ 成形 術 可能 ノ モ ノノ・夜 メ カラ成 形 術 ヲ

行 フ。充眞 法 ハ雨 倒 性 活 動性 肺 結 核症 ノ場 合 二隈 り空

洞 ・《絵 リ大 デー'一イコ トvWandstdndigデ ナ ワ、 充墳

法 ニ ヨ リ充 分堅 迫 シ得 ル コ ト、空 洞 ト充 填 部 位 間 力'絵

り薄 ク ナ イ コ ト等 ヲ要 ス。・パ ラ フィン」量 ノ・150-350

以 内 トス。 「パ ラ フノン.充 填 部 ハ簸 痕 形 成 ガ ア ツ テモ

翁 難 ス ル場合 下 鑑 ヲ 肋 骨 縁 デ 止 メ 》 コ トう'大事 デ ア

ル。 ワξラ フィ〉』ザ組 繊 間 阻 ヲ醇 リ漬 下 ス ・コ 計ヲ防

グ ワメデ ア'レ.

其後 著 者 ハ充 婁 法/墜 迫 作用 ノ・ 永漬 シ幽 イコ トヲ見

タノデ、二…欠的 二 成形 術 ヲ行 フ コ トニ シタ.從 ソ テ充

填 法 ノ ミデ空 洞 ノ 閉 鎮 ヲ望 ミ 碍 ナ イ場 合 モ充 填 法 ヲ

長 ク行 ソ ヌ後 、成形 術 ヲ行 ヘ バ危 陰 ガ遙 力 二 少 ナ イ ノ

デ コノ方 法 ⇒用 フ ンコ トニ シタ。

著 者 ノ16例 中13潤 ・・手街 後1-4年 ノi匠過 ヲ見 テ ヰ

1レう●3例 ハ 凝 察 期 間短 カ イ.2例 ノ・手 術 直後 死 亡 シ

(早 期穿 孔1例 ・・後期 穿 孔 デ 観 察 中 デ アlv,長 期 間 戴

察 スル事 ノ出來 タ11例 デ充 填 法 ノ ミデ停 止 性 トナ ツ

タ モ ノ3例 、 失敗2例 、臨 罧 的 二良 好 二 向 ツ タモ ノ6

例 デ ア ツタ。叉 充 填 後 成形 街 ヲ行 ツ タ5例 デ ノ・臨 駄 的

治癒3例 、停 止 性 トナ ソ ヌガ禽 菌 陽 性 ノモ ノ]例 量 近

ノ手術 デ綾1邑 爾不 明 ノ モ ノ1例 デ アlv。 成綾b'成 形 術

■ リ遙 カ ー 劣 ツテ ヰ ル コ レ ・雨側 性 肺 結 核 患 者 デ 戎

形 術 モ 不能 ・モ ノ ノ ミニ行 ツタ タ メデ ア ル。

(東 京 市療.馬 場 抄)

喉 頭結 棲 症 ノ ーレン トゲ ン 診 断 法

HugoAdler:RδntgendiagnostikderKehlkopftuber-

cUlose.

喉頭 鑓 検 査 法 デ 直接 隻 化 ヲ知 ル事/出 來 ヌ星 合、即喉

頭 入 口 曳曾 厭 軟 骨 部 う腫 脹 シタ場 合 ソ レ以 下 ニ ア ル

粘膜 、軟 骨 ノ璽 化 ヲ知'レ爲'レ ー纏 検 査 ノ・有 往 デ ア ル

唯 老ey7-・ ・喉 頭 部 二 石灰 沈 著 多 キ 爲 病 的 デ ア ル 力分

リ ニ ワイ.爾 ㌧ 一綜 瞼査 ハ 前額 面 ノ方 向 二 於 子 ノ ミ可

能 デ ア ル。透 親 ヲモ併 用 ヌ レバ機 能 的髪 化 モ分 リ慣 レ

レバ診噺 容 易 そ'ア 〕レ。

「亀!一鍍 撮 影條 件 ハ首9Kasette二 密 著 セ ・〉メ、 距 離

1米 、tt'(ニトー52「キ ロホ'ル ト」實 敷 、60「 ミ リア ∴ベ ア1,'e、

秒 デ ア ルこ コ レニ依 ンバ 僅 う ノ 粘 膜 ノ墾 化 モ譲 別 シ

得 一 喉 頭 結 核 症 ノ圭 一L,レ愛 化 ・・

1.粘 獲 二於 テハ 殊 二倉 厭 軟 骨 ノ 粘膜 腫脹n'圭 デ喉

頭 鑓 械査 デ僅 力 ノ髪 化 シカ 見 エ ヌ場 合 モ「レ 線 デ ノ・高

度 ノ愛 化 ザ見 ラ レル。

2.軟 骨部 二 結 核性 炎 衝 波 及7・ レ ・濁 散 性 石灰 沈 著

ヲ起 シMatt二 見 工,レ事 ガ特 徴 デ ア}bう'之 ・・重 症 ノ

場 合 デ池 ノ婁 化 ザ既 二程 ツ タ1麦デ ア1レt

3.喉 頭 部空 氣 含量 涼 少 シ像 全饅o'xン ヤ リ 毘 工 ・・

檬 ニナ ㌔ 粘 膜 ノ境 界 モ判 然 ト シナ イ。

4.早 期 診 斬 二最 モ 重 要 ナ 璽 化 ・・Morgagni氏 鼓 室

二於 ケlv空 氣 量 ノ滅 少 デ ア2㌔ 透観 ニ ヨ リ登 聾 セ シメ

或 ハValsalva氏 試 験 法 ヲ行 へ'ミ鼓 室=更 ニ ヨ ワ見,v

事 ザ出來 ル。

以 上 ㌧ ・」鍍 検 査 ・・喉 頭 鎧 椴 査 法 ・ 禰助bシ 子有 用 デ

ア ル ウ ラ胸 部 ノゴレー鍍 透 親 ノ潔 ニ ノ序 二喉 頭部 司 モ透

観 ス ル ヲ可 ト♪・。 〔東 京 市療 馬 場 抄.

肺 腫 瘍 二 於 ケ ル 騒 知 セ ラ レ 得 ル 淋 巴腺 韓 移 ノ臨
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MasuichiTakino:EntstehunguudklinischeBedeu・

tungdertastbarenLymphknotenmetastasebeiLun,

gengeschwtilsten.

肺 腫 瘍 が 上葉 二 初 マ レ ・陥 艶初 ノ 樽 移 竈 ・・同側 ノ鎮骨

上窩 二、肺 門 部 附近 二初 マ レバ反 凱 側 ノ餓特 上窩 二叉

肋 膜 二起 レバ同 側 ノ腋 下腺 二見 ラ レル。コ ノ闘 係 ・・"飛

瘍 が淋 巴 流 ヲ腿 迫 勾 レコ トニ ヨ リ1挽明 セ ラル。肺 門部

腫 瘍 ハ 同 側 鎖 什 上 窩;至 ル 淋 巴流 ヲ 燃迫 シ聡 メ ニ ソ

ノ部 ノ淋 巴 ハ他 側 二流 サ レル ノデ ァ ル。叉IE常 ニ ハ開

壁 肋 膜 ト内 臓 肋 膜 トノ間 二 淋 巴流 ノ 結 合 ガ ナ イ カ ラ

肋 膜 二墜化 が起 リ淋 巴流 ノ 結 合 が 起 ツ タ後 二初 メ テ

腋 下 腺 ノ1螂移 が 見 ラVlレ 。

肺 腫 瘍 ノ淋 巴 腺 轄 移 ・・早 期 二見 ラ レ 臨 肱 的 症 状 が起

ツ テ カラ2ケ 刀以 内デ ア,レ。此 ノ時 期 ニ ノ・上 葉 ノ腫 瘍

ノ・濁 音 ヲ呈 ス,レが、肺 門 部 ニ ア ル モ ノハ物 理 的 所 見全

クナ シ。

叉 腹 部 諸 臓 器 腫 瘍 ヨ リ ノ鎮 骨 上 窩 轄 移 ノ・早 期 ニハ少

ナ イ。

腫 瘍 ノ確 實 ナ診 噺 ノ・組 織 學 的所 見 デ ア ル。「レ」線 陰 影

・・本 質 的診 噺 ヲ與 ヘ ズ。ゴ ノ意 味 デ淋 巴 腺轄 移 竃 ノ蛮

見及 ソ ノ位 置 ・・早期 診 噺 二重 要 デ ア ル。

(東 京 市療 馬 場抄)

肋 膜外 「膿 胸 」?ノ1例

HarryHail:EinFallvonextrapleuralemPyopneu・

mothorax.

生 前 膿 胸 ト診 噺 サ レタ が解 剖 ノ 結 果 膿 ・・肋 膜 外 ニ ア

ツ タ。

28歳 ノ女 デ人 工 氣 胸 後喀 疲 ・・減 少 シタ'ガ菌 ガ常 二陽

性 ノタ メ4ケ 月 後索 條 焼 灼 術 施 行 、 其 後 膿 胸 ヲ 起 シ

屡 ζ穿 刺 シ タ。穿 刺 中少 量 ノ透 明液 出 デ針 ノ位 置 ヲ攣

ヘ ナ1二 係 ラ ズ、突 然 膿 汁 が多 量 二 出 タ事 が唯1回 ア

ツ タ。ソ ノ中穿 刺 部 が痩 孔 ヲ作 ツ タ ノ デ膿胸 後6ケ 月

後 ニ シテ 油 胸 ヲ行 ツ タ、 痩 孔 ・・閉 鎖 シ タ が 反 側 二

Schubヲ 起 シ倣 ケ 月後 大 喀 血 デ死 亡 シタ。

最 初 ノ氣 胸 ヨ リ油 胸 施 行 迄1年 間 、1マ ノメ ー タ ー」ノ

移 動 ノ・肋 膜 内 ノ時 ト少 シモ墾 リナ 〃 ヨ ク動 イ タ。最 後

ノ油 胸 時 ニモ(一)14カ ラ(一)3デ 肋膜 外 ト思 ・・1ノル

黒占ノ・ナ カソ タ。

解 剖 ノ結 果 ノ・内臓 肋 膜 モ髄 壁 肋 膜 モ著 攣 ナ ク、肋 膜 外

二膿 ノ瀦 溜腔 ガ ア ツタ。 上 ノ・鎮 骨 、下 ・・横 隔 膜 叉 前 ハ

前腋 窩 腺 カ ラ後 ノ・肩 脾 腺 二達 シテ ヰ タ.

録 【第14巻

拷者 ・・ソ ノ螢 生 時 期 ハ 確 實 ニ ノ・分 ラ ヌ が 恐 ラ ク焼灼

術 後 、手術 ノ損 傷 ヨ リ肋膜 外 二化膿 腔 ヲ作 ツ タ モ ノデ

ア ラ ウ ト云 ツテ ヰ ル。(東 京 市療 馬 場 抄)

自然 氣 胸 ノ診 断 、治 療 共 二可 能 ナ 髪置

B61aDub6ci.y:EinApparatzurDifferenzierung

undB`・handlunsrspontanerPneumothoraxeaufma,

nometrigch`・mWeg.

先 ヅrl然 敏胸 ヲgeschlo艶n,Ventil・offen/3ソ ニ分

チ之 ヲ「マ ノメー ター 」デ診 噺 ス ル法 ヲ述 ブ。即 チ陰 歴

ノ鋤 合 ・・ge8chl・Bρnデ 、 陽歴 ノ場 合 ・・gescbl・Ben

カVentilデ アJV,fコ ノ遜 別 ノ・空 魚 ヲ排 除 シ暫 ラ ク シ

テ歴 ヲ計 ソ タ場 合若 ・y排除 直後 ト同 一 ナ ラgeschloBen

デ歴 ノ堆 加 が アvノ ■Ventilデ ア1レ。 」又彫 ガ0ノ 場合

geschl・Ben1・ ・ffenト ノ1醐ll・・空 氣 ノ排繊 ニ ヨ リ前

者 ・・陰 歴 トナ ル が 後 者 ノ・不 髪 デ ア ル。 叉 コ ノ場合 ハ

Valsava氏 試験 法 等 ニ ヨ リ、 肺 内1ヲ 培 加 サ セ1ノバ

offenナ ラ常 二r±)0デ ァ ル。

虎 置 、 呼 吸 困 難 ア レ パ空氣 ヲ排 除 ス 、陰 歴 ノ場 合 デ モ

雨 側 二病 竈 がア リ、他 肺 ノ機 能 障 碍 サ レ居 ル時 ハ排 除

ス。 閉 鎮 性 ノ場合 ノ・簡 軍 デ ア ル ガVentilノ 時 ノ・長 期

間繊 綾 的 二排 除 ス ル必 要 ガ ア,レ。呼 吸 困難 等 ノ症 状 ヲ

除 〃事 ・・容 易 デ ア ル ガ 自然氣 胸 ノ 大 多 鍛 ノ・肺 結核/

合 併 症 ト シテ來 ル タ メ豫 後 ノ・「 般 二不 良 デ ア ル。患者

ノ状 態 ガ許 セ バ 成 形 術 ヲ行 フ が 然 ラ ザ ル 場合 ハ空 氣

排 除 ノ ミデ症 状 ヲ輕 減 シテ ヤ ル。

著 者 ・・縫 績 的 二空 氣 ヲ排 除 シ得 ル針 ヲ考案 シタ。コ レ

・・Saugmannノ 氣 胸 針 ノ如 ク側 枝 ヲ有 シ正 中軸 二氣

胸 装 置 ヲ接 績 シ側 枝 ニノ・取換 可 能 ナ 『Ventil装 置 ヲ用

ヒタ モ ノデ ア'レ。(東 京 市 療 馬 場 抄)

再 感 染 竈 ガ血 行 性 ナ リ ト 認 メ シ ム ル 呂足 ル 病 理

解 剖 學 的 要 約 如 何?

KlausRosenkranz:WelcheWah]s(heinlichkeits・

beweiselassehsichpathologisch・anatomischfUrdie

AnnahmeeinerhaematogenenReinfektionsphthise-

erbringen?

検 査 方 法

1.健 康 相 談 所 式 二 早期 結 核 ノ連 績 的 検 査 。

2.病 理 解 剖 學 的、他 原 因 デ死 亡 シ結 核 症 ガ偶 豪 症 ト

シテ 見 ラ レタ場 合 、他 臓 器 二血 行 性 撒 布 ヲ有 ス)レモ ノ
●

ノ肺臓所見ヲ詳細 二研究スル。

著者ノ36例 中11例 ハ他原因デ死亡 シ偶然症 ト・yテ肺

臓 二新蕉 ノ再感染 が見ラvタ 。是等36例 ハ著者自身
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組織學的研究 ヲ行ツタモノデ肺尖部、鎖骨下部、淋巴

腺殊二肺門部 ノソレ及初感染群・・殊二詳細 ヲ極メタ。

此ノ36例 デ血行性 ノ疑濃厚ナモノ14例 確實二外因性

ト思・・レルモノ3例 、不明19例 デアツタ。

次二3484例 ノ解剖記録デ初感染竈・・995例 二見ラレ

タ。初感染竈ノ・各葉共略 く同一ノ分布デア'レ。叉初感

染竃が多数二見ラレタ場合、初感染竃ハ最初 ・所團淋

巴腺二止マラズソレ以上 ノ淋巴組織 ニモ愛化ヲ及ボ

シテキル。淋巴腺墾化 ノ程度 ヲ年齢別二見ルニ若イモ

ノニ石灰沈著 ヨリ化骨化ガ多ク老人デ・・白亜化が多

カッタ。化骨化 ト石灰沈著デノ・前者が再感染竈ハ少ナ

イ。石灰沈著アルモノデ・・再感染竈アル方が無 イ方ヨ

リ多イ。コノ關係ハ石灰沈著竈ノ・化骨竈ヨリ菌ヲ藏ス

ル事多シト認ムル時再感染竈 が血行性 ナリト云フ助

ケトナル。

再感染竈ノ・全部デ806例 二見ラレタ。結核症 が死因ヲ

ナ匂 レ場合 ト偶登症 トシテ見ラレタ場合ト2群 二分
馬

テバ前 者 ノ・青 年 期 二多 ク 後 者 ・・年 齢 ノ 培 加 ド ド行 シ

テ ヰル。淋 巴 腺 ノ髪 化 ハ治癒 性 再 感 染 ノ場 合 ・・殆 ン ド

見 ラ レナ イ が結 核 症 が 死 因 ヲナ セ ンレ例 デ ノ・高度 ノ攣

化 ア リ。臓 器 結核 症 ヲ有 ヌ ル場 合 肺 ノ再 感 染 竈 ・・雨 側

性 ノ場合 ガ多 カツ タ。コ レノ・血 行 性 設 ヲ助 ケ ル モ ノデ

アル、臓 器 結核 症 ヲ有 ス ル肺 結 核 患 者 ノ死 亡 奉 ノ・肺 結

核 症 ノ ミニ ヨル死 亡 奉 ヨ リ年 齢 が遅 レテ キ ノレ。

再 感染 竈 ガ 内 因性 ナ リ ト云 フ 爲 メ ニ ・・細 菌 學 的 流 行
もタ

病學 的 槍査 法 モ 考 ヘ ラ レル が 著 者 ノ・病 理 解 剖 學 的 二

臓 器結 核症 ヲ有 ス ル肺 結 核 症 ノ頻 度 ヲ シラベ タ。之 ヲ

程度 ニ ヨ リ分 類 ス ル ニ'

(イ)臓 器結 核 症 モ肺 結 核 症 モ共 二 進 行 シテ ヰ ル モ ノ

ト進 行 性肺 結 核 症!ミ ノ モ ノ トノ 割合 ・・1:5デ ア]v。

(ロ)重 症 肺 結 核 症 デ臓 器 結 核症 ノ・極 僅 カ ノ場 合 、コ ノ

場合 雨 者略 く同年 代 タ ノレ事 ヲ要 ス、カ ・ル例 ノ・極 少 鍛

デ今 日迄 ・・「レ」線 上肝 、脾 二於 テ ノ ミ知 ラ レテ ヰ ル。

(ロ)重 症 臓 器 結 核 症 デ 肺 ノ 攣 化 極 僅 カ ノ モ ノノ・稀 デ

ナイ。

是等 結核 性 攣 化 ノ臓 器分 布 ノ 關 係 ノ・免 疫 的 關 係 デ説

明 ス ル ヨ リモ臓 器 ノ機 能成 熟 ト關係 ガ ア ル。

次 二肺 結 核 症 登 生機 轄 二關 シ、肺 尖 訊 ト鎮 骨 下 訊 トガ

ア,レカ'Infiltrat・ ・氣 管枝 性 デ モ 血 行 性 デ モ 同 ジ。

Loeschke・ ・古 イ肺 尖 竈 カ ラ氣 管枝 性 二披 ガ ル ト云 フ

が著 者 ・・13例 二於 テ肺 尖 二全 ク攣 化 ナ ク、 鎮 骨 下 二

Infiltrath"ア ソ テ コ レ・・確 カニ 内 因性 血 行 性 ニ ヨル モ
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ノPt'ト 云 ヅテ ヰ ル。 糸1Lk12學的 ニ ハZioglerHuebsch-

mannPnge1～9ニ ニ ヨ リJ血行 性 二 特 イ∫ナ リ1・シテi述ベ

ラ レa所 見 が ア'レガ 著 舌ハ 氣弓㌘性 ニ モ1司ジ泌 化 ヲ生

ジ得 ル ト云 ツテ ヰ ル。

次 二肺 尖 竃 ソ ・モ ・モ、(1)初1課 染竈 が化 骨 化 ・場 合

ヨ リ百灰 化 叉 ハrv"s化 ノ1時二再 感 染 寵 多 シ。(2)企 身

結 核 症 ノ時 ノ・片 側 ヨ リ 繭 側 ノ 事 多 シ。(3♪Aschoff-

Puhlノ 再 感 染 竈 ・・肺 尖 「ベ ンチ」ヨ リ多 シ等 ノ理 山 ヨ

リ少 ク トモ同 時 二臓 器結 核 症 ア レバ血 行 性 ト云 フ.之

ヲ早期 寝潤 等 ノ如 ク 直 接 血 行 性 二 始 マ ル モ ノニ罰 シ

間 接 性 血 行 性 ト云 フ。内因 性血 行 性 ノモ ノ ハ肺 結 核 症

が直 接 死 ・ 原 因 トナ ッ タ モ ノ ト臓 器 結 核症 が 主 ナ モ

ノ トノ比170:83ヨ リ見 テ33%ト 考 フ。

(東 京 市療 馬場 抄)

油 胸 療 法 二 用7ル 油 ノ選 揮 呂 就 テ

RudolfDierichs:ZurWahldesOlsfUrOleothorax.

凪樋 性 汕 胸 二 ・・通 常 ノJodipinデ ヨ イ。 殺 菌性 油胸

ノ敷 果 二就 テ ・・著 者・・長年 ノ経 験 上確 心 シ テヰ ル。最

近 ・・外 科 的 損 傷 ノ手 當 ニ モ用 ヒ ラ レル 標 ニ ナ ツタ。

殺 菌 性 油 胸 二 ・・殺 菌 力 ノ強 イ8-20%ノ ス処 ス製

gomenolが ヨ イが、 猫 逸 デ モ 最 近 コ レ ト 同 ジ 組 成 ノ

Cajepnt61ガ 出 來 タ。共 二沃 度 含有 量209・ 、比 重0.93

デ ア ル。.(東 京 市療 馬場 抄)

Jacobeus氏 嶢 灼 術 後 二起 ル創 傷 ノ豫 防 法

AntonSattler:ZurVermeidungpostoperativer

WundkomplpicationenbeiderThorakokaustiknach

Jacobeus.

著 者 ・・自己 ノ経 験 ヲ 基 トシテ 胸 廓 鏡検 査 後 二見 プ レ

'レ氣 腫 ト化膿 ノ豫 防 法 ヲ述 べ テ ヰ ル。雨 者 共 生 命 ノ危

瞼 ノ・ナ イが患 者 二不 快 ヲ與 ヘ ル。

氣 腫 ・・皮 下、 筋 肉 内 、筋 肉 暦 下 二生 ジ損 傷 が大 デ胸 腔

内 歴 が高 ク叉 氣 胸 腔 が大 ナ ル程 大 キ イ。手 術 側 ノ ミノ

事 ヲ通 例 トジ重 イ場 合 ・・顔 面 及 下 牛 均迄 据 が ル。胸 腔

内 空氣 量 ・・氣 腫 ノ廣 サ ニ 影 響 ヲ 及 ボス が除 リニ減 少

ス ル時 ・・折 角 ノ焼 灼術 二係 ラ ズ癒 著 ノ恐 ア リ。故 二後

充 盈 ノ必 要 が ア ル が 氣 腫 腔 ト肋 膜 腔 間 ノ 痩 孔 ガ 開 イ

タ 儘 ノ場 合 ・・氣 腫 ノ大 サ ヲ塘 ス。氣 腫 ガ高 度 ニ ナ レバ

疾痛 、 不 眠 、食 慾 不 振 等 ヲ起 ス が長 イ ト心臓 不全 呼吸

困 難 等 ヲ起 シSpannungspneumothoraxヲ 思 ・・セ ル。

豫 防 法 ノ・ソ レ相 當 ノ損 傷 ノ・手 當 が必 要 デTroikart2

直径 大 ナ ル 時 ノ・筋 肉皮 下 組 織 皮 庸 ト各 層 毎 二縫 合 ス

ル事 ガ大 事 デ ア ル。縫 合 後 ノ・膣 迫 帯 ヲ當 テ 咳漱 嘔 吐 等
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ヲ内 科 的 二油療'へ'レ。

次 二化 膿 ・隈 防 法 デ ア'レが 榊 。∫・障 碍 モ残 サ ズ 泊 癒

ス,レ 毛 ノデ ア'レ。 然 シ時 二穿 孔 ヲ起 シ厄 介 テつつレ。轡

者 ・例 デ'・ ・次 牲 治癒6596、rt次 性 治癒35%デ 化 膿

・・凡 テr・術 時 間 ノ長 一1)ツItモ ノ ニ見 ラ レタ。溜轟 不 完

全 ノ ・1メ〒"ナ〃r術 中組 織 が 壌 死 ヲ起 シタタ ノデ ア

ツ タ,,ソ レ故縫 含前 二壊 死竈 ヲ切 除 ス'レ様 ニ シタ所 化

膿 ヲ 見 ナ クナ ツ な.

時 二創 像}部 二結 核性 塑 化 ヲ起 ス轟 力'・"レ,,コノ場 含 ハ

特 二胸 廓 壁 二痩 孔 ヲ作 リ易 イ,,像 防 法 ハ 焼 灼 術 ノ適 慮

症 ヲ誤 マ ラ ヌ事 、殊 二乾 酪性 泌 化 竃 ノア'レ索 状癒 著 ヲ

切 断 セ ヌ事 デ ア ル。肋 膜 面 二 見 ラ レ;レ個 々 ノ乾 酪 竃 ハ

ソ ノ部 ヲ避 ケ テ手 術 ス レバ 障 碓 ナ シ。

曳東京 市療 馬 場 抄)

腫 「ゲ ラチ ン」充填 法

P.G.Schmidt:DieWachs.Gelatinplombe.

著 者 ・・本 雑 誌,9・1號 二肋 膜 外 充 填 二用 フ'レ新物 質 二就

テ 報 告 シタ.「 ゲ ラチ ソ」ヲ土 材 ト ン、 之 一Wachs.

Stearin,Starke,Cellulose等 ヲ混 ジタ モ ノデ ア ツ タ。

是 等 ノ モ ノ ヲ 充 填 シタ 動 物 ヲ2年 後 ノ 今 日解 剖 シ組

織 學 的 ニ シ ラベ タ結 果 ヲ述 べ テ ヰ ル。Para伍nヲ 充 坂

シ タ モ ノ ヲ封 照 ト・Y4。 ソ ノ中Wachs・Gelatinノ ・刺

戟 性 少 ナ キ事 、 吸 牧 サ レニ 〃キ事 、良 ク組 織 化 サ の レ

コ ト、 製造 容 易 デ ア ル裏 等 ノ鮎 デ最 モ勝 レテ ヰ'レ。

StearlnGelatinノ ・吸 牧 サ レ易 ク、Cellulose・Gelatin
　

ノ・刺 戟性 強 シ。(東 京 市療 馬 場 抄 ノ

所 謂 非 抗 酸性 結 核 菌 ノ 生物 學的 特 性 ト 病 原 的 作

用 二關 ス ル研 究

HolgerMφllgaad:UntersuchungenUberdiebiolo-

gischenEigenschaftenunddiepathogene、Virkung

dersogenanntennichts互urefestenTuberkelbacillen.

著 者 ・・新 考案 ニ ナ ル 染 色 法 ニ ヨ リ 結 核 症 二罹 患 シタ

動 物 蚊 ビ ニ人 類 ノi血液 及 組 織 ヨ リ 多 数 ・ 非 抗 酸 菌 ヲ

見 タ。コ レ・・形 態 的 ニ モ色 素 ノ親 和 力 二於 テ モ著 者 が

以 前 本 誌 デ詳 述 シタAktinomycetenノ 胞 子形 更 二多

ク ノ 人 達 ニ ヨツ テ 述 ベ ラ レテ ヰ ル 所 謂 非 抗 酸 性結 核

菌 二類 似 シテ ヰ ル。本 論 交 二於 テ ノ・人 類 ノ結 核 性 疾 患

二於 ケ ル ソ ノ役割 二就 テ研 究 シテ ヰ ル。

培 養 基 上 二 白色 ノColonieヲ 作 ル タ メWeiBeAkti・

nomycetenト 名 付 〃。2種 ノ胞 子 ヲ作'レ。1ノ ・丸 ク大

キ クEndosporenト 云 ・・レ純 培 養 ・・出來 ヌ。他 ・・菌綜

ノ側枝 が分 割 シタ モ ノデ 形 態 的 二 「ヂ フ テ リー」菌 様 、
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遡 鰍 球 菌 梯 二分4・1レ。 是 等 ・・著 者 ノ 新 考案 ニ ナ 〃

色 素 観 和 力 二於 テ、叉 諸 種 物 質代 謝就 中 含水 炭 素 代 謝

∴於 テ各イ1特 長 ヲ宥cr,Nノ 締 核 菌 、其 他 ノ細 菌 トハ明

ノ'二lbfiSIJ・セ ラL/'レ。

次 二是 等Endosporer)雌 ビ ニ胞 子 型 ノ 動物 二勤 ス'レ

痢 原 的 作 川 雌 ビニ實 際 二肺 結 核 、 肋 膜 炎、急 性 多螢 性

蘭 鮪 炎 患 舌 等 ノ 流 血 中 及租 織 ヨ リV二 」乙 ぞろ44ソ

氏 法 二 圃 リ堵 養 ンタ 菌種 ノ病 原 的 作用 ヲ比 較研 究 シ、

雨 蕎培 養 上 、 染 色1:、 物 質代 謝 上 、並 ビ ニ病 原 的作 用

上 金 〃同一・ナ,V'jlヲ 知 ツタ。

著 煮 ノ非 抗 酸 菌 ノ・結 核 菌 デ モ ナク レバ ソ ノAktino.

mycet{・n・ 一 ツ デ モ ナ イ.培 養 上 ノ 諸 性 質異 ル ノ ミナ

ラズ 動物 通 過 ヲ何 同行 ッテ モ 結 核 性 璽 化 ヲ起 サ ナ イ。

抗 酸 性 菌 二 移 行 ス ル モ ノ(diphtheroiderFormノ 肺 肝

脾 等 二結 核 結 節 様 ノ モ ノ ヲ作 ル モ ・(Streptconidien・

typノ等 ア;レが眞 ノ結 核性 愛 化 ・・作 ラナ4c

Aktinomyceten及 ソ ・Conidien{胞 子.ノ・病 原 的 作用

ヨ リ2種 二分 タ ノレ。即 菌綜 ト「ヂ フ テ リー」機 胞 子bハ

毒 力 弱 キ場 合 ・・圭 二氣 管 枝 腺 炎 、漿 膜 炎、悪 液 質 ヲ起

シ肺 脾 二結 節 ヲ作 ル事 モ ア ノレ。組 織 カ ラ新 タ ニ培 養 サ

レ タ バ ヵ リノ 毒 力 張 キ モ ノ ノ・静 脈 内注 入 ニ ゴ リ人 類

ノ急 性 多 號性 關 節 炎 二酷 似 シタ症 状 ヲ呈 ス。時 ニ ノ・肋

膜 炎 、旙 膜 炎 等 モ起 ス。 肋 膜 内關 節 内注 入 デ ノ・局 所 的

ノ乾 酪 性 愛 化 ヲ起 ス 。

連 鎮 状 球 菌 様 胞 子 デ ・・氣 管 枝 腺炎 及 肺 肝 脾 一 於 ケ ル

結 核 結 諦 様 ノ モ ノヲ作 ル。多 ク ノ場 合 漿 膜 炎 殊 二心 嚢

炎 、肋 膜 炎 等 ヲ起 ス。 關 節 内注 入 デ ハ 前 者 ト同 一 デ ア

ル が程 度 が輕 イ。

從 ツ テ結 核 性 疾 患 ノ・Koch氏 菌 トWeiBeAktinomy-

ceten/2種 ノ菌 ノ作 用 二dツ テ起'レ モ ノデ、 雨 者・・

互 二病 原 的 作 用 ヲ壇 強 シ合 ツテ ヰ,レ。各 自 ノVinllenz

が 弱 ク テ モ壇 強作 用 ・・甚 ダ強 イ。實 際 結 核 性疾 患 ノ場

合Aktinomyceten・ ・非 常 二披 ガ ソ テ ヰ テ結 核 患 者/

90%二 於 テ ノ・ソノ毒 素 ニ ョル皮 内反 磨 が陽 性 デ アJl/。

コ ノ反 晦 ガ 特 異 性 ナ'レ コ トハ コ ノ毒 素 ガ 無 蛋 白 ナル

事 、 「ツ ベ ノレク リ ン」反 慮 陰 性 ノモ ノデ モAktinomy-

cetenノ 感 染b關 係 ア リ ト悪 ・・v'レ 漿 膜 炎患 者 デ・・陽

性 二 出,レ事 ニ ョ リ詮 明 セ ラ ル。 結 核 症 二 於 ケ ル特異

性 、 非 特 異性 炎 衝 モ前 者 ガKoch氏 菌、後 者 力●Akti'

nomyceten二s)レb考 へvバ 理 解 シ易1。

次 二結 核 菌1濾 過 性 病 原 饅 二 關 ス ル 記 載 ハ 著 者 ノ

Aktinomycetenト 全 クー 致 ス。 唯 著 者 ノ・濾 過 性 カ ド
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ウカ ノ試験 ヲ充 分行 ツテ ヰ ナ{b'Streptconidienノ

歌3ノ モ ノハ濾 遜性 デ ア ル,

吹 二遺 菖 ノ問 題 、BCGニ ョ,レ免疫 問題 二就 テ モ言 及

シBCGニ ョ 声γ冤 疫 ガ進 行 性 結 核症 ヲ生 ジ→-fiハ 、

之t'Aktinomycetenト 共 棲 シVirulenzヲ 上 昇 セ ー・

髪メ デア ル。

次 二念性 多 蜜 性 關 節 炎 患 者'流 血 中 ヨ リL6wenstein

氏法 ニ ヨ リ培養 セ う しタ、菌 種 ・・前 述 ・理 由 ヨ1,苫 者

ノAktinomycetenト 全 ワ同 一 トξ つ。 急性 多 費 性關

節 炎 ・或'レ モ ・…Xktin・myceten・ ミ'感 染 ニ ヨ,レ

事 ガ ア ル:カ ・・レモ ノ'・結 ぢ1性碇 患 二罹 患 シV71う'必

ズ シモ ソb子'ナ イ。 闘 節 炎 患 者 二見sv'レStrepい 一

kokken殊 二zStreptok・)kkenノ 、Streptokonidienト

形態 的 二似 テ ヰ ル。 東京 市療 馬 場 昇 ノ

結楼 症 ノ血 液 像械 査 二 於 ケ ル 超 生 饅染 色法 ノ債

値

Hermar.nNolte:DtrWertdersupra、italf5rbang

dersreiftenBlutZellen.insbesond.,refurB:utbild-

mtersuchungenbeiderTuberculose.

最近 結核 症 ノ活動 性 及 豫 後 ノ 診 葦 二 超 生彊 染 色 法 が

用 ヒ ラ レ レ檬 ニ ナッ 耀ガー 般 二 有 盆 トノ・譲 β レテ

ヰ+イ,著 首 ・・白血 球 ノ錘 別 上 普 通 染 色 注 二厨 レ手 ÷

▼・ト三 フ人 モア,レ ノ'デコ ノ監 ヲ詳 細 二房 窒 シ タ 讐 二

結核 性疾 患 ノ場 合 重大 親 セ う ンテ 凄ル、軍 誓 薯 喧 豊 淋

巴珪'割 合 二就 テ研 究 シゲ コ ノ比 ・・輕 症 ノ・低 ク重 症

トナ ウ程高 イ。軍 核 細 胞 ハ超 生豊 染 色 法 デ モ種 愛々 形

シ、 久警 有 一)一リ ト考 ヘ ラ ンテ ÷,.Neutra!rtRosette

モー定 デ ナ 仁 殊 二結 核 患 者 ノ軍 核 繍 胞 ・・健 者 ・ソ レ

ト異 ル、其 他 ノ絹 胞 二至 ソテ モ普 通 染 色 法 二特 二勝 レ

参監 ハ ÷ イ,時 ニ コ ノ軍 核 頴 胞i封激 巴 球 ノ比 ガ普 通 染

色 法 ヨ リ高 イ檬 二 思 ・・レル 場 合 モ ア ・レざ コ レハ 染 色

法 ノ優秀 ナ タ メデ ナ ク物 理 學 的 二設 明 七 ラ レ'レ。即 載

物硲 子 ト被 覆 硝 子 トノ間 隙 ぜ 小 二 過 プ ル 時 ノ・ソ ノ獲

迫 ノタメ大細 胞 ノ・中 心 二 弘銭 駒 ハ 周邊 二集 マ ル、超 生

睦染 色法 ノ・周邊 部 ノ染 色 粗 悪 ナ タ ・、中 心 部 ノ ミ籔 フ

ルノデ軍核 繍 胞 ザ比 較 的 多 ク見 工 し ノデ ア ル
。

1(東京 市療 馬場 抄)

穿刺 液 ノ新 結 核 菌 培養 法 二 就 テ

JosefSol君o:UbereineneueMethodederTuber-

)telbacillenzifchtungausPunktaten .

最近結 核 菌 ノ培 養 法 ザ 非 常 二 進 歩 シ タザ 磁 菱デ庭 理

シ卵黄 培養 基 二植 エ ル 方 法 最 モ虜 レテ キ ル.大 島、鈴
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木 氏 等'・肋 膜 炎穿 刺 液 ヨ リ70-909。 ノ陽 性 成 接 ヲ得

穿 刺液 ・ 蛋 白 猛 及比 亜 高 キ モ ノ 程 腸 性 率 高 キ 事 ヲ遠

ベ テ 」トル。著 κ ・・赤色 卜縁 色 二着 色 シ タ卵 黄嬬 養 基 ヲ

用 ヒ9検 査 シ ㌔ 穿 刺 液 ハ蓮 心 沈澱 スル事+ク ソノマ

マ 糾面 培 養 基 ・3ム ヲ浸 ス 籔 ヲ用 ヒ管 ヲ静 カニ水 李位

置 二動 カ シテ浸 出 液 ∵斜面 ヲ寝 シ、苗'斜 面 ヘ ノ沈 澱

9可 能 ナ ラ シ メ ・i
。コ ノ操 作 ヲ 少 ク トモ毎週4同 繰 返

ス事 う.k事 デ ア ル ト 云 ソテ ヰ2レ。 諸 種 結 桟 性li2出 液

lZl甑 二於 テSl%鴎 性 デ ア ル,、 工 敏胸 時 ノ浸 出液b`

暢 性 率高 キ 唾レ ・凡 テ ・'、ノ…致 ス,レ研 デ ア ル。恥膜 浸

出液'・ 結 ト菌 ノ鼓 育9阻 止 ス,・ ト云 つ1.b'多 イ ザ毎

週4同 斜 面 培 養 基 二 蔚 ・沈澱 ヲ促 ス 事 ニ ョ リ良 結 果

コ 得 タ所 ヨ リ
、!寧ロ浸 出液 中 デ菌 ・・堆 加 ス ル モ ノデ ア

ラ^卜 三 ソ予 ヰ ・レ。(東 京 市療 馬場 抄)

責 験結 核 動物 ノ細 胞 笈竈 二 及 ボ ズ サ ノ ク リジ ンー

ノ影響 二就 テ

AndreasHavas:Sanocrysin.Bci〈rinfiuSungderDyn-

amikderZellreaktionbeiexperimente}lerTut,(-r-

culose.

動物 二 瓶占杉 荷 嘆染 ト同時 二浄 バ リ ジ づ ヲ用 ヒ時 間

才キ ニ腹 腔 内浸 出 液 ・究 鞄 及 末 楠 血 管 ・ 血 液 像 ヲ検

査 ↓n罫 照 二 ・・詰 穫菌 慈 染 ノ ミ及 「-r,一・ク リ ∫・」ξ主

liiノ ミヲ稀1ヒ?.コ ノ方 法 ニ ヨ リGardner氏 ト同 一

ノ結 果 コ得 ・,唯 彼 ヨ リ モ詳 細 二且 長 期 間 二亙 ツテ檜

査 シ タ。 腹 腔 内浸 出液 疲 胞 二就 テノ・多椋 白血 球 、淋 巴

球 、軍 核 細 胞及 多 桟 白血 球 、 軍 核 細 胞 ノ喰 菌率 ヲ、 又

血 液 像 ノ・通 常 ノ塗 抹 染 色 法 デ楡 査 シ ㌘.

拮 桟 菌 感i染 ノミ ノ場 合 ト、同 時 二「サ ノク リ ジ ン.ヲ 用

ヒ タ場 合 トノ圭 ナ相 違 ハ前 者 ハ 駒 陪組 胞 ト淋 巴 球 ノ

数 う'長 イ間略=相 等 シ イノニ 反 シ、後 者 ハ軍 桟 細 胞 ガ

早 ワ且 長 期 間遙 カニ 多'。 殊 二喰菌 率 ・・多 穣 白血 球 二

於 テ モ軍 赦癌 胞 二 於 テ モ高 ワ且 永締 ス レ.

血 液 像 モ 同時 二 見 し ト多核 白血 球 ハ 流血 中 ∋ リ腹腔

中 二移 行 シ タ ト 考 へ う レル ザ 軍 核 頬 胞 ノ・カ ・,レ關 係

+シ.吹 二種 々ノ女 獄 ヨ リ『ヤ ・ ・リジ'」 ハ 寒洲 こ内 度

細 胞 系 二作 用 ヲ及 ボ ス事 、大 量與 ヘ テ モ直 ニ ニ排 泄 セ

高 レpV事
、 久Schu}・ ハ竃 状 内 「セ蛸 胞 系 ・套 抗 力弱 ソ

:"タ ♂デ ア ル事 ⇒蓮 ぺ,「"ノ ク1)ジ'=今 迄 ヨ リ フご

ツ ト少 量 二且 長{間 隔 コtイ テ用 フ レバSchul.,=防

ギ得 しデ ア ラ ウ ト云 ツテ 土 マレ.東 京 市寮 馬 場曇

増 殖 性 並 ビ ニ浸 出性 肺 繕 棲 症 ノ肝 膣 機 能 捻 査 法

F.MeythaleundCPeLz:LeberfunkdonsprUfuog



'

1132 抄 餓 【第14巻

beiproduktiverundexsudativerLungentuberculose,

結 核 症 二於 ケ'レ 肝臓 機 能橡 査 法 トシ テ 種 々 ノ方法 が

撃 ゲ ラ レテ ヰ ル が含水 炭 葉 代 謝 ニ ヨ ル 方法 就 中 「が ラ

ワ トー ゼ」員 荷 試融 法 ハ勝 レテ ヰ'レニ關 ラ ズ研 究 者少

ナ シ㌔ 著 κ ハ コ ノ「が ラ ク トー ゼ」員 荷 試纏愈ト健 康 折 ノ

「fン ・y.,リ ン」注 射 初期 二 几 ラ レル過 血 糖 ヲ共 二梅 査

シ タ。 全部 デ ー10人 ノ川∬結 核 患 者 デkト ノテ堆 殖 性 ノ

モ ノ34人1:1・ シテ浸 出性 ノモ ノ6人 ア γ ツtlz。

健 康 者 デ ハ50瓦 ノ果 糖 員 荷 試倣 デノ・血 糖 上 昇 ・・李均

27mg%デ30分 二最 高 伍 二達 ン3時 間 後 ハ 正 常 値=

復 シ タ。結 核 症 デ ハ墳 殖 性 二於 テ モ浸 出性 二於 テ モ最

高 値 ニ ナ ル時糊 遅 ク最 高 値 ハ鯉 濃 者 ヨ リ商 ク,叉 正 常

硫 二復 ノ・1レ時 間 モ オ ソイ。久 「イ ン シ畠リンJ注 射 後15

分 間isj.tr血 糖輸 査 ヲ 行 ・ノタ が 結 核 症 デ ・・初 期 過血 糖

ノ・見 ラ レナ カ ッ タ。(東 京 市療 馬 場 抄 ノ

ZeitschriftfUrTuberkuloseBand75.H.3。1936

肺 診 断 學 上 二 於 ケ ルRdntgen8chichtverfahren

(Tomographie)

J.「W.SoPP:DasR6ntgenschichtvei・fahren( .Tom・

graphie)inderLungendiagnostik.

一と線 撮 影 ニ ヨ リ肺 ノ 診 噺 ヲ行 フ ニー一… 胸 廓 が邪 魔 ニ

ナ ノレ多 数 ノ陰 竪 ヲ與 ヘ モー ソ バ斯 ノ如 ク容 積 大 ナ,レ

器 官 ニ ア リテ ハ陰 賜 ヲ 與 ヘ ル部 分 が澄 明 ニ ヨ リテ相

殺 サ レ 或 ・・他 ノ部 分 ヲ被 覆 ス ル。 著 者 ・・如 斯 例 ニ シ

テ、 而 カモTomographie一 ヨ リテ之 ヲ明 力.… ンタノレ

数 例 ヲ述 ベ ル。

肺 二於 ケ ルTomographie・ 圭 要 ナ適 臨 ・・次 ノ如 シ。

・(1)胸 廓 成 形 術 ノ指 定

(2)肋 膜 腓 砥 二隠 蔽 サ レタ ル 空 洞 ヲ 疑 ハ シメ ル病 墾

ノ詮 明

(3)肺 尖 病 攣 殊 二浸 潤 竈 二於 ケ'レ攣 化

(4)氣 管枝 櫨 張 ノ詮 明

著 者 ・・上 記適 磨 症 ノ各 例 ヲ墾 ゲ、更 二特 殊 例 トシテ癒

著 ニ ヨ リ心尖 が胸 壁 二牽 引 サ レテ ヰ ノレ例 ヲ述 べ、普 通

撮 影 法 ニ ョ リ認 メ得 ザ リ シ病 愛 ヲ明 示 シ得 タ.

Tomographieノ 経 験 ・・未 ダ淺 クノ・アノレカ'從來 ノ方 法

二多 少 ノ意 義 ヲ加 ヘ タ ニ 過 ギズ ト考 フ'レノ・・誤 デ ア

ラ ウ。 然 シナ ガ ラTomograpbieニ テ ・・一 層 丈 ヲ示 ス

ノデ ア ル カ ラ全 層 ヲ 投 影 ス ル 普 通 上 罵 眞 ニ ヨ リ見 落

ナ キ様 ス ベ キデ 從 テTomographie・ ・從來 ノ上 爲 眞 ノ

補 助 法 ト看 倣 ス ベ ク 普 通 窩 眞 ニ ヨ リ 適 慮 ヲ選 揮 シテ

、・後 施 行 セ ネ バ ナ ラ ヌ。(刀 根 山 松 村 抄)

輸 卵 管結 核 ヲ有 ス ルモ ノ 、輸 卵 管 妊 娠 づ
1Hildegard:Tubergravidit盗tbeibestehenderTuben.

tuberkulose.

・輸 卵 管 結 核 ノ存 ス ル モ ノ ・ 輸 卵 管 妊 娠 ヲ 來 ス 事 ハ 極

メ テ 稀 ナ)1/モ ノ デ ア ル。著 者 ノ・ソ ノ1例 ヲ経 験 セ ル ヲ

以 テ澱 告 ス。コ ノ例 ノ結 核 ・・血 行性 二號 生 シタ'レモ ノ

デ上 行性 ノ モ ノデ ・・ナ イ。(刀 根 山 松 村 抄)

傳 染 病 卜結 核

HansStarcke:InfektionskrankheitundTuberkulose.

著 者 ハ小 児 科 二於 ケ ノレ急 性 傳 染 病 が 結 核 ノ経 過 二及

trス 影響 二就 テ1932報 告 シタb・'、ソ ノ後 得 タ例 ヲ追

加 ス'レ次 第 デ ア ノレ。

麻 疹 二就 テ 観1レ ニ5例 ・・從 來Pirquet陽 性 デ ア〃

が麻 疹 ニ ヨ リー 時 陰性 トナ リ後、再 ビ陽 性 二返 リ、 勃

レモ活 動性 結 核 ヲ有 ス ル モ ノデ ア ソ タ ガ、之 レニ ヨ リ

テ結 核 ノ 培 悪 セ'レヲ見 ナ カ ソ タ.1例 ノ・麻 疹 ニ ヨ リ

Pirquet・ ・陰性 化 シ ナ カ ソ タ カe、コ ノ例 ノ・肺 上 野 ノ初

期 浸 潤 が初 メ桃實 大 ナ リ シモ ノ が榛 實 大 迄 、肺 門 部 モ

梅 實 ノくノ モ ノ が牛 分 大 二 迄 縮 小 シテ ヰ タ ノ ガ 麻 疹 ノ

影響 ニ ョ リ再 浸 潤 ノ型 デ結 核 が培 悪 シテ來 タ。

「ア ンギー ナ」二關 シテ ハ著 者 ノ・コ レマ デ結 核 二影響 シ

タ例 ヲ見 ナ カソ タ が コ ・二 興 味 アJV1例 ヲ 得 タ ノデ

ソノ病歴 ヲ詳 述 シ タ、該 患 者 ノ扁 桃 腺 ノ高度 腫 脹及 ビ

下顎 角 腺 ノ鳩 卵大 腫 大 ハ 扁桃 腺 二於 ケ,レ結 核 ノ初期

攣 化 群 デ ア ソ タ ノ ヲ知 ツ タ。Vajdaノ 設 ノ如 ク本 例 モ

「ア ンギー ナ」ニ ヨ リ扁 桃 腺 ノ 抵 抗 減 弱 ニ ヨ リ右 側 扁

桃 腺 二既存 セ'レ初 感 染 竈 ヨ リ 粟 粒 撤 布 ヲ來 シタ モ ノ

ト信 ズ ノレ。而 シテ生 ジタ扁 桃 腺及 軟 ロ蓋 ノ粟 粒 結 核 ニ

ヨ リ全 クDiphtherieト 誤 リ易4苔 被 ヲ生 ジタ モ ノデ

ア ル。 如 斯 キ例 ヲ尚1例 経 験 シタ。

1935年 ノDiphtherie流 行 二際 シ中 等 度 ノDiphtherie

経 過 後8週 ニ シテ 結 核 性膿 膜 炎 ヲ 駿 生 シタ1例 ヲ経

験 シタ。(刀 根 山 松 村抄)

肺 結 核 ノ畿 病 蛇 二 治 療 経 過 二 劃 ス ル 精 紳的 因 子

ノ意 義

D.Barglowski:DieBedeutungpsychischerFaktoren
9



第10競 】 抄

飾AusbruchundHeilungsv6rlaufderLu㎎entuber・

kulose.

著 者 ノ・結 核 患 者 ニ テ ソ ・性 慾 ノ 状 態 ヲ調 査 シ若 干 ノ

人_ツ キ、詳 細 ナ情 紳 上 ノ病 歴 ヲ求 メ タ,レニ特 二氣 付

キ タ,レノ・結 核 ノ 壁 病 二 如 何 二 屡 ミ精 訓1的圏 孚 及 ビ長

キ間 ノ屈 辱 ガ原 因 トナ ツ テ ヰ ル カ トイ フ事 デ ア ル。亦

別 ナ患 者 ニ ツ キ調 査 シタ 成 績 モ 甚 ダ 興 味 深 キモ ノデ

ア,レカラー括 シテ表 示 ス ル。

著 者 ハ情紳 的 因子 ガ 如 何 ナ ル 程度 ニマ デ關 與 シテ 個

饅 ノ自然 抵抗 力 ヲ低 下 セ シメ、コ レニ ゴ リ結 核 ノ蛮 病

ヲ容易 ナ ラ シメ'レカ ヲ 探 ラ 》 トス ル。 少 数 例 ナ,レ ヲ

以 テ統 計 的 観察 ハ 勿論 不 可能 デ ア,レ カ ラ 精 神 的 病 歴

ノ著明 ナ ル モ ノ歎 例 二就 キ テ詳 述 シ テ オ'レ。
ら

ソ レ等 ノ調査 カラ 見 ル ト精 紳 的 屈 辱 ノ・少 ク モ共 、働 因

子 トシテ大 キ+役 目 ヲナ シテ オ リ、個 饅 ノ抵 抗 力 ヲ減

弱 セ シメ從 テ結 核菌 二 良 好 ナ ノレ培 養 地 ヲ奥 フル モ ノ

トイヘ ル。精 紳 的 圏孚 ノ・結 核 登 病 後爾 ソ ノ泊 癒 経 過 二

障 碍 ヲ臭 フ 事 屡 ζナ'レヲ以 テ 精 紳 治 療 ガ 重 要 ナ'レ事

ガ明 カデ アル。

結 核醤 ノ・精 紳 治 療 ノ 智 識 ヲ 最 小 限度 ニ ノ・習 得 シテ オ

ク必 要 が ア)V。(刀 根 山 松 村 抄)

保 養所 卜訓 育

A.M.Lenze:Heilst証teundErziehung.

全 然未敏 育 者、叉 ハ教 育 程度 ノ低 イ者 デ保 養 所 二攻 容

セ ラ レタ患 者 ノ・、圭 治 讐 ニ ヨ リ教 育 的方 面 ニ テ看 覗 ヲ

受 ケ ナケ レバ ナ ラ ナ イ。

結 核患 者 ノ治 療 ニ ノ・、自然 療 法 ノ最 モ致 果 的 ナ,レノ・論

ヲ侯 タ ヌ ガ之 ガ7メ ニハ 、先 ヅ患 者 二此 ノ方 面 二封 ス

ル智 識 ヲ授 ケ ネバ ナ ラ ナ イ。

普通 保養 所 二攻 容 セ ラ レタ患 者 ノ・.自 身 ノ病 ノ本 饅 ニ

ッキ知 ル所 ガ ナ イ。未 ダニ無 害 ナ肺 尖 加答 見 ノ病 名 ノ・

彼 ノ膳裏 カ ラ清^テ ヰ ナ イ。故 二先 ヅ人 格 的 ナ會 話 ニ

ヨリテ圭 治 屠 ノ・患 者 二 彼 ノ 病 症 二封 シ 正 シ キ認 識 ヲ

臭 ヘ ネバ ナ ラナ イ。

i欠二衛 生 方面 ノ訓 育bシ テ、 嗜 好 品 二封 スJLi訓 育 、咳

敷 訓育、 洗 浩 、 歯 ノ衛 生 等 ノ・塁 ゲ ラ レル。

殊 二咳 歎訓 育 ニ ノ・、特 別 ノ注 意 ヲ佛 ノ・ネバ ナ ラ ヌ。 咽

喉 ノ輕度 ノ刺 戟 デ大 キ ナ咳 擁 ヒ ヲス ル事 ノ害 、止 ム ヲ

得 ザ,レ時 ニ ノ・、「ノ・ソ カ チ」等 ニ テ押 ヘ ルヤ ウ ニ教 ヘ コ

マ ネバナ ラナ イ。

以 上ノ・曹 二保 養 所 ノ ミナ ラ ズ 之 ヲ 全 肚 會 二 及 ボ シ、

NichtaufdemBodemsp㏄ken!ノ 意 味 ヲ 徹 底 セ シ
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ムル ヤ ウi)・・ベ キ デ アJV 。r刀 根 山 ノく門 抄)

結 核 ノ血 清 診 断 ニ ツ キ

T.Z〈sylandundE.Piasecka・Zeyland:Beitragzur

SerodiagnostikderTuberkulose.(MeinickesTuber・

kulosereaktionundKomplementbindungsreaktionmit

demMeehylantigenvonNbgreundBoqueり

結 核 免 疫 ノ成 因 ニ ッ キ、之迄 多 数 ノ研 究 ノ・ナ サ レテ ヰ

,レガ、就 中 マ イニ..ヶ 氏 ノ抗 髄 詮 明 ニ ヨル結 核 反 晦 ハ

最 モ重 要 デ ア ル。

M氏 反応 ノ・、 ソノ結 果 ノー 定 セ]vgS、 反慮 ノ特 異性 、

抗 髄 抗 原 反 慮 ナ ル事 等 ノ特 殊 性 ハ ア'レ。

著 者 ・・763例 ニ ソ キM氏 反 癒 ヲ樵 査 シ、 ソノ中185例

ニ テNegreundBoquet/Methylantigen_ヨ ル

補 髄 結 合 反 慮 ト比 較 シテ見 タ。

上 例 ノ 中診 断 ノ正 確 ナ 結 核 患 者479例{成 人351例 、

小 見128例)ニ ツ キ結 果 ヲ述 べ テ ヰJV。

成 人 結 核 ニ テ ・・、M氏 反 恋 ・・24時 間 ニテ80%、48時

間 デ90%、 小 見結 核 ニテ ノ・夫 々33%、71タ 。陽 性b

ナ ツ テ ヰ ル。
の

叉M氏 反 磨 ノ・「ソ ベJVク リ ソー陰 性 ノ 小 見 ニ テ最 陽性

二現 ・・レ、一方 重 症 ノ結 核 性 磯 膜 炎 患 者 ニ テ陰 性 ノ コ

トが ア ル。

…欠二上 例 中148例 ニ テ、M氏 反 旛bMethylantigen

二=)レ 補 饅 結 合 反 磨 ト ヲ比 較 セ シニ、 前 者 ニ テノ・68

回 、 後 者 ニ テ ハ91同 陽 性 デ ア ツ タ。

即 チ、非 結 核 血 清 ニ ヨJVトM氏 反 鷹 ニ テノ・補 饅 結 合 反

磨 ヨ リモ、 ソ ノ陽 性 率 ガ低 イ事 ヲ示 シ テ ヰ ル。

(刀 根 山 大 門 抄)

肺 結 核 症 卜人 饅 皮 膚 末 梢 血 管 トノ關係

GeorgSadowski:UberBeZiehungenzWischender

LungentuberculoseunddenEndgefaBeninderHaut

desMenschen.

同一 個 饅 内 ニ テ ノ 結 核 醇 播 ノ 際 ニノ・其 ノ小 血 管 ニ テ

反 磨 二愛 化 ア;レ 爲 ナ リ トノ 假 定 ノ元 二 人 饅 皮 膚 末 梢

血 管 ニ ソ キ實 験 ヲ行 ツ タ。

著 者 ノ・Bockノ 試 験 ヲ改 良 シ更 二精 密 二、1ソ ベ ノレク

リ ン」量4/ioomgヲ コヘ ヌヤ ウ ニ シテ 各 型 ノ 肺 結 核 症

二於 テ、「ツベ ル ク リン」刺 戟 ノ是 等皮 膚 末梢 血 管 二及

ボ ス作 用 ニ ソ キ験 ジテ見 タ ノ多、夫 等末 棺 血 管 二異 常

ノ攣 化 ア ル コ トヲ知 リ、之 ・・肺 結 核症 トー定 ノ關係 ア

Jレコ トカ.ワヵッ タ。

然 シ、肺 結 核 症 ノ各 型 二i封シ特 殊 ノ關 係 ハ存 在 シナ イ
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ヤ ウ デ ア ツ 賀n

一 方
、 「ビPミ ン」側Cebionニ ツ キ テ 試 ミ4馨所 、特 別

ノ1凋係 ハ瞳 明 セ ラ レナ カツ タ。 「刀根 山 大門 抄)

RevuedelatU'berculose50serie-TomelN。9.1935
■

笈 蜀側 氣胸

Tob6,DegeorgesetGoly:L⊂ ・PneumothoraxContro

lat6rat.

苦 者等'・M.Ascoliノ 反 剴 仙1人1二氣胸 法 ヲ並 試 シ川

フ'レ慣値 ア リ ト ノ結 論 ㌦遠 シ、其 ノ理 論 、 適 脇 症 、 寅

施 法 二就 キ述 べテ居 ル。即 チ反 樹 側(健 康 側)二 陽 腿 二

+ラ ヌ程 度 二 人 工 氣 胸 術 ヲ行 フ 方法 デ 若 シ陽 燃 ニ マ
ノ

デ 空 氣 ヲ入'レ ・時 ハ 呼 氣及 ビ吸 氣 時 二同 ジ ・枚 ノ「つ

イ ル ム」二「レ ソ トゲ ソ」撮 影 ヲ行 フ ト氣 胸 ヲ行 ハ ナ イ

側 ノ肋 骨運 動 ・・一・側 ヨ リ大 トナ ツテ帰 ル。

之 二反 シテ陰 歴 ニ シテ 置 ケ バ反 劃側 ノ 運 動 ハ少 ク ナ

ル。肺 ・・彊 性 髄 デ常 二」孜稲 セ ソ ト シテ居 ル故 一 側 ノ肋

腔 二空 氣 ヲ入 ルF牽 引 力 ノ2ド均 ガ破 レテ 縦 隔 膜 ・・他

側 二向 ケテ 鱒 曲 シ他 側 ノ肺 モ牧 縮 ヲ起 ス、之 ガ大髄 ノ

理 論 的 根櫨 デ ァ ル。 適 鷹 トシテ ノ・肺 中葉 鎮 骨 下 、肺 門

周 園 ノ ア マ リ廣 汎 デ ナ イ若 イ渡 潤 二有 敷 デ ア,レ が、叉

患側 二肋 膜 癒 著 が アル 場 合 二 有 奴 デ ア ノレカ●之 ・・大 シ

テ重 要 ナ事 デノ・ナ イ、但 シ此 ノ方 法 ニ ヨ ル肺 萎 縮 ノ・間

接 的 デ ア リ限 局 サ レテ 居 ル カ ラ 患側 二 直接 二行 フ程

ノ数 果 ・・ナ イ。實 施 法 ・・最 初 ヵ ラ多 ク ノ空氣 ヲ入'レ必

要 ハ ナ イ。W・J500c・c,ヲ限 度 ト シ旬:廻300-500ec/i補

充 ヲ行 アr一兎 二角 絡贋 ヲ0以 上;シ テ ・・ナ ラ ナ イ。X

線 橡 査 デ肺 力'辛 ジテ 胸 漿 カ ラ 離 レテ 見 エ ル程 度 デ宜

イ。 イ1数 力 否 カバ縦 隔膜 ノ轡 曲 、呼 吸 蓮 動 ノ愛 化 ヲ見

レ バ宜 イ仰 チX線 槍 査 デ)j力骨 ノ振 輻 ヲ見 レバ宜 イ。

(今 村 内 科 梅 谷 抄)

1ツ ベ ル ク リン 天 感 陽 性健 凍 成 人 及 ビ肺 結棲 患者

二脛 口的 二BCG「 ワ クチ ン 施 行

J。Ba】anescs,T.Veber,J.Gaspar:Adminstration

duvaccinBCGparlebOiedencaleChezlesadutles

allcrgiqueenbon6tatdeSant6etchezlestUbρr。

culeuxpulmonaire.

成 人;50mg/BCGヲ 経 口 的 二,與ヘ テ モ盟 温 盤 重

二何 等 ノ影響 がナ イ、「ツ ベ ル ク リ ン」反 磨 陽 性 者 ニノ・

更 二其 ノ反 雁 ヲ強 メ ル結 果 トナ ツ タ が是 ノ・16日 後 ヨ

リ認 メ ラ レ,レが時 ニ ノ・12-14日 カ ラ認 メ ラ レル者 モ

ア ッ タ。肺 結 核 患 者 二封 シテ ノ、現 在 マ デ ノ所 悪 影響 が

ナ ク、X線 検 査 等 デ モ何 等 ノ愛 化 ヲ見 ナ カッ タ.「 ッ」

反 暗.陰性 成 人9人 中8人 ハ是 ニ ヨ リ陽性bナ ツ タ。

(今 村 内 科 梅 谷 抄)

Revuedelatuberculose5。serie・TomelN。10

氣 管 枝 肋 膜 痩 孔 二 就 テ

痩 孔 周 團 二 「ツ ベ ル ク リ ン」ヲ注 射 ス ル 事 ニ ヨ リ痩

孔 ノ閉鎖'

G.Derscheid,P.Toussaint:Aproposdefistules

broncho・pleuralesuneOcculsionparinjectionpar・

afistulairedetuberculine.

2例 ノ解 剖 例 二依 リ著 者 ノ・痩 孔 が 乾 酪標i愛性 ヲ來 セ

ル部 分 二出來 テ 肋 膜 感 染 ヲ 起 シ易 イ が呼 吸 二障 碍 二

起 サ ナ イモ ノ ト手術 或 ・・器物 ニ ヨ リ、或 ノ・癒 著 ノ牽 引

ニ テ起 ル呼 吸 困 難 二 起 リ易 イ 外 傷 的 ノ モ/ト ガ ア ノレ

ト云 フ、 治 療 法 ノ・種 々デ ア ル が 著 者 ・・1例 二 於 テ

Pasteur研 究 所 ノ精 製 「ソ ベ)レク リ ソ」千 倍1aaヲ 痩 孔

ノ周 園 二注 射 シテ治癒 セ,レヲ見 タ。之 ノ・約5mmノ 孔

デ癒 著 ノ足 下 ニ ア ツ タ.著 者 ノ・focaleReaction二 依

'レ滲 出 ニ ヨ リ孔 ガ 閉 鎮 シタ ノヵ 否 力・・分 明 セ ヌガ若

シ然 リ トス レバ 、之 ノ操 作 ノ・胸 廓 成形 術 二償 ス ルデ ア

ラ ウ ト云 ツ テ居 ル。(今 村 内科 梅 谷 抄)

強 堅 人工 氣 胸 法 、 技術 一 適 簸 一 危瞼

A.Fonrさs,M.Durel,G.Pellier:Pneumothoraxhfo

rtepressionTechnique。indication・dangers.

之 ・・肋 腔 内 二常 二陽座 二 空 氣 ヲ入 レテ 置 ク 方法 デ氣

胸 時 ノ終歴 二於 テ 張 陽歴 タ ル ハ 勿 論 人 工 氣 胸 術施 行

最 初 二於 テ巳 二陽歴 デ ア ル標 ニ セ ネバ ナ ラナ イ。之 ノ

爲 二 ・・空 氣補 充 ノ 間 隔 ヲ 短 ク シナ ケ レバナ ラナ イ ノ

デ週2回 又 ノ・隔 日位 二行 フ ノデ ア)L/。

適 慮 トシテ ノ・肋 膜癒 著 ノ傾 向 ヲ防 グ ノニ最 モ良 イ、癒

著 ノ ア ル、肋腔 デ部 分 氣 胸 シ カ出來 ヌ場 合 二有数 デ ア

,レ。叉 水 胸 ノ アJレ場 合 即 チ陳 奮 ナ モ ノデ無 熱 デ ア)レが
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漿液 ヲ取 ツ テ モ直 二溜 ツ テ來 ル場 合 ニ モ ヨ イ。索 状 癒

著 ノア'レ時、 膿 胸 ノ時 二 ・・イケ ナ イ。

合併症 トシ テ胸 水 ノ 溜'レ 事 が 多 イ ト 云 ・・レテ 居 ル が

我 々ノ場 合 ニハ 之 ハ 少 イ、急 二歴 力 ヲ上 ゲル タ メニ起

,レノデ徐 々二.曝 力 ヲ上 ゲ テ 行 レバ 避 ケ 得 ラ レ'レ ・デ

其 ノ他 ・・普 通 ノ氣胸 ノ場 合 ト同 ジデ ア ル。

(今 村 内科 梅 谷 抄)

固形 「パ ラ7tン 」中 二 包埋 セ ル 結 核 死 菌 ニ ヨル 海

瞑 及 ビ家 兎 ノ結 核 豫 防 接 種 試駿

E.Couland:Essaisdevaccinationducobayeetdu

lapincontrelatuberculoseavecdesbacillestuber・

culeuxmortsenrob6sdans】apara冊nesolide,

1200、30分 デ殺 シ タ結 核 菌1COmg-150mgヲ44。-

56。熔融 鮎 ノ固 型 「パ ラ フ ィv」 中 デ浮 游 サ セ テ固 ラ セ

Jレ。之 ヲ接 種 材料bシ60「 ヲ超 サ ヌ程度 デ 熔 シテ注 射

ス ル。 之 ヲ接 種 シタ海 猿 デ ハ24日 後 カ ラ強 ク痂 皮 ヲ

作'レ程 「ツベ'レ ク リ ン」反 懸 が 陽 性 トナ リKochノ 現

象 モ 起'レ 、此 ノi一 ノ'レ'レ ギ ー … ・通 常2ケJl6XシIJrw力

xh'sc験 動 物 中 二 ・・2年 以 上 モ 絨 イ タ ノt・'ア'レ
、之 ヲ

以 テ免 疫 實 験 ヲ 海 狽 及 ビ 家 兎 デ 行 フ ニ 共 ノ生 存ll数

比 較 二依'レ ト相 當 イ∫敢 デ ア'レ,.此 ノ 方 法 ハ 直 二 人 間 二

持 ツ テ 行'円 ∫・・出 來 ナ イ1・ 動 物 二 ・・イ∫敷 デ'・'Jレ。

(今 村 内 科 梅 谷 抄)

結 核 菌 ノ 「ク ロ ロ ホ ル ム エ キ ス ・ニ ヨ ル 海 猿 ノ 尿

績 的 「ア レ ル ギ ー

E.Couland,Dugas,Neuman:All{寺rμiedurableobt`・nue

・hezlec・bayeaw…unPxt・aitchl・r・f・rmiquede

bacillestuberculeux.

「ツ ベ ル 〃 リ ノ」ヲ固 形 「ハ ラ フィン」 卜混 ジ タ リ
、 ラ ノ

リ ン」、 白 蝋 ト混 ジ テ 海 狸 二 注 射 シ テ モ 「ア レ ノレギ ー 」

ヲ起 サ ナ カ ツ タ ガ 、結 核 菌 ノ 「ク ロ ロ ホ ノレム 」一キ ス 」b

「パ ラ フ ィソ」 ト混 ジ タ モ ノ ヲ{i三射・ス'レ ト 「ア レJレ ギ ー一亀

が 起 ッ タ 。'(今 村 内 科 梅 谷 抄)

結 核 外 專 門 雑 誌

Liquoid集 菌 法 及Ldwenstein培 養 法 ニ ヨル 血

液 中 ノ結 核 菌 槍 索

GeorgSgalitzer:(Zentralblattftl・Bakteriologie

Parasitenkundeundinfektionskrankheiten,Originale

136Band.Heft7/8)

著 者・・既 二流 血 中 ノKokken培 養 二於 テLiquoid集

菌法 ヲ用 ヒ良 結 果 ヲ 得 タ ノデ 結 核 菌 ノ 培 養 ニ モ本 法

ヲ試 ミ、此 レヲL6wenstein原 法 ニ ョノレ絢 撫 酸 曹 達 虜

置 ノモ ノ ト比較 シ其結 果 ヲ報 告 ス、即 チ培 養 方 法 ノ・生

理 的食 盤水 二1%ノ 割 合 二溶 カ シタLiquoidL6sung

(Liquoidノ ・PolyanetholsulfursauresNatriumナ リ)。

1cq二Blutscqヲ 注 加 シ充 分 振 盈 後沈 渣 ヲL6wen-

stein培 地 二培 養 シタ。而 テ重 症 肺 結 核 患 者16例 ノ屍

血培養 二於 ク ノレ成 績 二 見 ノレニ 拘 縁 酸 曹 達 虜 置 二於 テ

・・4例 、Liquoid庭 置 二於 テ11例 二 陽性 成績 ヲ得 タ、

叉粟粒結 核 ノ疑 アJtZ肺 結 核 患 者 ノ 生 血 培 養 デ ノ・119

例 中Liquor庭 置 二於 テ ノ ミ7例 ノ陽 性 結 果 ヲ得 タ、

其他 多螢性 關 節 炎 、 心 臓 藩 膜 症 、 心臓 筋 炎 、 「ロ ィマ

隷 聖 騨 膜症・臨 核・璽.抵 鵬 性紅斑
尋常性狼瘡、結核疹等 ノ各種結核性疾患ヲ有スル患者

ノ生血培養モ試 ミタガLiquor塵 置ニヨル多雲性關

節炎 、「ロ イマ チ ス」性 心 臓 脚膜 症 及 ビ心 臓 筋 炎 ノ場 合

3例 陽性 結 果 ヲ得 タ ノ ミデ 他 ・・総 テ陰 性 デ アソ タ。而

テ結 論 ト シテ次 ノ如 ク述 ブ。

(1)L6wenstein氏 法 ニ ゴ ル血 液 中 ・結 核 菌 培 養 二・・

Liquor集 菌 法 ガ絢 騒 酸 曹 達 庭 置 ノモ ノヨ リ良好 デ ア

ノレ。

(2)斯 ル事 實 ノ謹 明 ・・結 核 ノ ミナ ラズ「ロ イマ チ ス」性

疾 患 ノ 結 核 菌 培 養 可能 ナ ノレ揚 合 最 モ良 キ 條件 ヲ選 ソ

ダ場 合 二於 テ ・ミ立謹 サ レノレ。

(3)特 二生 血 培 養 二於 ケ ル 場 合 ノ良 キ 豫 備條 件 ・・次

ノ如 シ、(a)臨 肱 的 二病 勢 ノ最 悪 ナル 場 含、(b)熱 ノ

最 高 時 二於 ケ ル血 液 探 取 、(cノ 不 定 ナ ル熱 型 、 及 「ロ

イマ チス 」性 疾 患 ヲ育 ス ル 患 者 血液 ノ 反 覆 瞼査(培 養

陽 性 率 高 ン,}、(d)試 験 ノ・総 テ嚴 重 →-Jレ無 菌的操 作/

下 二行 フ事 。(北 研1直 加 抄)

冤 疫 生 膿 内 二於 ケ ルBCGノ 生 存 力 二 就 テ

J.ZeylandetMmeE.Piasecka。Zeyland:Surla

vita!it6duBCGdansrorgani～mevaccin61Annales

derinstitutePasteur1936,T.56.p.46♪

1928年 カ ラ1935年7月 迄 二 嘗 テBCGノ 経 口免 疫

ヲ受 ケ タ小 見 ニ シテ 死 亡 セ ノレモ ノ101名 二就 キ、解 剖



1136 抄

後 、 腸 間 淋 巴腺 及 ビ扁 桃 腺;ノ取 リ、之 レ カ ラ結 核 菌 ヲ

=瞼出 シテ見;レ ニ、1928Sf、1929年=ハ23名 及 ビ14

名 中夫 々7名 宛 力 うBCGヲ 検 出 勺 レ事 ガ 出來 タ ノ

ニ、{r次 ヲ糸Ci{ルニ從 ツテ ソ ノ検 出 卒 減 少 ジ、1932年 以

後 ・・全 〃検 出 サ レナ ノ,ツタ。之 ・ハ何 二依 ル ノデ アル

tJヲ確 ノテ鳥 二初 生海6冥 二糾 口的 二B(IGヲ 投 奥 ン,

同 様 二${lt・的r.BCGヲ 以 テ 免疫 セ'レ海 狽 淋 巴 腺 力

う結核 菌 ヲ検 蹴 シテ 見'レ ニ、1929{rニ ハ16豆 貞Il17豆貞

二 結核 菌 陽性 ・)・)レニ1934{1㌧ 　 12頭lli1頚 二陽 性 ヲ

見 タ ニ過 ギナ イ。 リ レ1`'、Llレ ハ免 疫 生 膿 内 ノBCG

ノ生 存 力 ノ減 少 ニ ヨル モ ノ ト考 ヘ ナ ケ レバ ナ ラナ イ。

コ ノBCGノ 生存 力 ノ 減 少 ハ 今H迄 有 数 デ アル1'セ

ラ レテ キルBCGノ 免 疫 能 力 二 影響 ヲ及7t:'7・モ ノデ

ア ラ ウ カラ、コ ・生 存 力 ノ減 少 ヲ防 止 ス'レ或'レ方 法 ヲ

考 ヘ ナ ケ レバ ナ ラ ヌ.(傳 研 柳 澤抄)
●

S型 結 核 菌 ノ結 核 ノ豫 防的 妓 力

LNごgre,J.ValtisetJ.Bretey:Pouvoirpremun.

isantAntituberculeuxdesbacillestuberculeuxa

colonieslisses(Annalesdel'institutPasteui・,1936,T.

56,p.610)

Koch氏 菌 ノaceton抽 出 液 ヲ注 射 ス'レコ}・二;ツ テ

分 離 セ ラ レ ・xS型 結 核 菌 ヲ倣 代 人 工 培 地 二移 植 シテ、

ソ ・毒 力 ヲア ノレ程 度迄 減 弱 セ シメテ カ ラ、海瞑 及 ビ家

兎 二皮 下叉 ノ・静脈 内 二接 種 スル ト、良 性 ノ結 核 感 染 ヲ

起 シ、組 織 的 ニ ハー 時 的 ノ結 核 性墾 化 が見 ラ ル ・二過

ギ ナ イが、結 核 菌 ・・長 〃生 燈 内 二生存 シテ ヰ ル事 が分

ツ タ。 カ ・ノレS型 結 核 菌 ニ ヨ ッ テ起 シタ結 核 感染 二績

イテニ 次 的 二他 ノ結 核 菌 ヲ以 テ 結 核 感 染 ヲ起 ス時 ・・、

コ ノニ 次 的 感染 二封 シテ 弧 イ抵 抗 ノア ル事 が海 猿 及

ビ家 兎 ニ ッ イテ實 験 二依 テ 明 カデ ア ツ〃。カ ・ル ニ次

的感 染 二劉 スル 抵 抗 ノ・同一・結 核 菌 ・R型 ニ ヨツ テ モ

生 ズノレが、S型 ニ ヨ ッテ生 ジク モ ・二比 ス レバ可成 リ

劣 ル モ ノデ ア ル。

コ ノS型 結 核 菌 ノ顯 著 ナJlz結 核豫 防数 果 ハ 多 分 菌 盟

ノ特 殊 ナ ル 化學 成 分 ニ ョノレモ ノデ ア ラ ウ ト考 ヘ ラ レ

ル。E'PチS型 結 核 菌 ・・R型 結 核 菌 ヨ リモ類 脂艦 ノ含 有

量 ノ多 イ爲 デ ア ラ ウ。

今 日迄 二於 テ結 核 ノ豫 防 的敷 力 ノ 見地 力 ラ シテ、 最

モ ヨキ成 績 ヲ墾 ゲ テ ヰ ル 結 核 菌 ・・Arloing氏 菌lle

bacillehomo9加ed'Arloing)及 ビBCG(lebacille

bili6deCalmetteetGu6rin>/デ ア ル が、Arloing氏

菌 ・・S型 結 核 菌 デ ア リ、BCG・ ・人 型 叉 ・・牛 型 結 核 菌

録 【第14巻

ノR型 昌 比 ス'レ ド ソ ノ類 脂 艦 含 有 量 が 可戒 り多 イ ト

サ レ テ ヰ'レ 。

爾 、 ・ノS型 結 核 薗 ・・人11的 培 地 二 数 年 代 ヲ 累 ネ テ

モ 、 ソ ノ結 核 豫 防 数 果 ヲ失 フ 事 ノ・ナ イ カ●、70℃b1時

間 加 黙 ス ル 時 ハR型 同 核 、 ソ ノ結 核 豫 防 敷 果 ノ・大 部 分

失 ハ レノレ モ ノ デ ア ル 。 「偉 研 柳 澤 抄 ノ

「ツ ベ ル ク リ ンJ鯛 製 用 一 新 培 養 基

D.A.ZuwerkalowetA.KH.Sarkissoff:unnouVed・u

mili`・uilutl'itifpourlapr6parationdPlatuberculine

lAnnal`・ld{・1'institutpasteul1936
,T.57,p。111ノ

「ツ ベ'レ ク リ ン」調 製 ニ ノ、一'般 二 「ク'リ ・セリ ン
、 ブ イ ヨ

も

ン」ヲ使 用 シテ ヰ'レ が、之 レカ ラ調 製 サ レタ「ソペ ル 〃

リ ン」ノ・ソ ノ力 債 が一 梯 デ ナ イ。 ソ レノ・ グ リセ リ ノ,

ブ イヨ ン」ノ圭 材 デ ア'レ肉 が ソ ノ成 分 二於 テ、 何 時 デ

モ ー一様 デ ナ イ カ ラ ア]レ場合 ・・結 核 菌 ノ 蟹 育 ニハ良 好

デ ア ル が或 ル 場 合 ニ ハ 蛮 育 ニ ヨ ロ シク ナ イ ト 云 フ事

デ 同 ジ手技 ヲ用 ヒテ 「ツ ベ,レク リ ン」ヲ調 製 シテ モ.ソ

ノ力 債 ノ・一 様 ニ ー・カナ イ ノノ・當 然 デ ア ル。コ ノ鉄 監 ヲ

補 フ爲 メ ニ 多 ク ノ人 ノ・人 工 的 培 地 ヲ使 用 シタ リ。叉 ・・

「グ リセ リン
、プ ィ身 ソ」ノ肉 二代 フル ニ野 茱 ヲ以 テ シ

タ リ シタ。著 者 等 モ亦 馬 鈴 薯 ヲ圭 材 トシタ培 地 ヲ以 テ

「ツ ベ,レク リ 》」調 製 二 成 功 シタ ノデ ソ レニ就 テ 聯 力

述 ヘ ヤ ウ ト思 フ。

馬 鈴 薯 培 養 基 ノ作 リ方。 馬 鈴 薯1Kgヲ 擦 リ潰 シ、 コ

レニ5立 ノ水 ト15cqノ 硫 酸(比 重1 .R4:ト ヲ加 ヘ テ

1.5時 間 、1.5氣 屋 ノ歴 力 釜 中 デ水 解 ス]レ。 之 ヲ濾 過

シテ水 ヲ加 ヘ テ全 量 ヲ10立 ニス ル。 ソ ノ後 、約80℃

二加 熱 シナ カ'ラ苛 性 加 里 ヲ加 ヘ テpHヲ7 .1二 直 ス。

コ ノ際 生 ジ タ沈 澱 ノ・濾 別 シ、 更 ニ コ ノ濾 液 二59ノ 修

酸 「ア ンモ ン」ト10caノ 「ク・リセ リ ン」トpH7.1-一 一7.2

/S6rensen氏 燐 酸 調 節 液 ヲ加 ヘ テ、 滅 菌 後 使 用 ス

'レo

馬 鈴 薯 培 養 基 ノ化 學 成分 ト「ク'リセ リ ・、ブ イ ヨ ン」ノ

ソ レ トノ比 較 、 次 表 ニ ヨ リ了解 セ ラ レタ イ。

全 窒 素 量

蛋 白質
1ポ リ・くプ チ イ ド」及 ビ

「ペ プ トン」

「ア ミ ン」窒 素

「ア ンモ ノ」窒 素

還 元 物 質

馬鈴薯培養
基(100cc中
ノ瓦籔)

0.160

0.004

σ.063

0.093

15.

「グ リ セ リ ン

プ ィ ヨ ソ」

100cq中 ノ

瓦 鍛)

0.3125

0.0225

■

0.255

0.035
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分

轟

重

醗

灰
面
粘
麺
比

1.

3.5

0.845

7.2

1.125

88.46

1.019

4.

7.46

0.753

7.2

1.225

85.49

1.017

Koch氏 菌 ノ獲 育 ニ ヨル馬 鈴 薯 培 養 基 ・pHノ 憂 化 。

最 初pH7.2デ ア ツタ コ ノ培 養 基 二 結 核 菌 ヲ移 植 シ

テ1ケ 月後 二pHヲ 測 定 ス'レ ト、6.7-6.3二 下,レ が、

ソ ・後培 養 ヲ 績 ケ テ モ 結 核 菌 ノ 蟹 育 二 不 都 合 ナpH

6.3以 下 ニナ ンレ事 ノ・ナ ィ。 コ レハ コ ノ培 養 基 一S6・

rensen氏 燐 酸 調 節 液 ヲ加 ヘ タ爲 デ ア ラ ウ1・考 ヘ ラ レ

'レ。若 シモ燐 酸 調節 液 ヲ加 ヘ ナ カ ツ タナ ラバ、 ソ ノ場

11合 磯 育
・・加 ヘ タ,レ場 合 ノ ソ レノ喜 又 ・・言 二 限 定 サ

t!ノ レo

馬鈴 薯培 養 基 上 二於 ケ,レKoch氏 菌 ノ號 育。 「グ リセ

リソ、 ブ イヨ ン」上 ノ登 育 二比 シ、 約1.5倍 獲 育 が 笥

イ。 コ ノ培 養 基 二 加 ヘ ラ レル 「ク'リセ リ ン」量 ノ・1-2

%ガ 最 モ ヨ イ様 デ ア,レ。

馬鈴 薯培養 基 カ ヲ 調 製 シ タ「ツ ベ ノレ〃 リ ソ」ノ 数 力 。

結核 牛 ニ ツ イテ 奮 「ツ ベ,レク リ ン」トコ ノ「ツ ベ'レ ク リ

ン」トノ反 磨 ヲ比 較 シテ 見 ル ニ、 コ ノ1ツ ベ ル ク リ ソ」

ノ方 ガ ヨ リ強 ク反 磨 シ、且鮮 明 二結 果 が判 定 セ ラ レ、

シカモ 非結 核性 疾 患 二 ・・全 ク反 磨 シナf事 が 明 力 ・・…
1tr

ナ ツタ・ 但 シ・ 而 二濃縮 ス ル トコ ノ1ソ ベ,レ ク リン」ノ'

結核 動物 ニ モ何 等 反 懸 ヲ呈 シナ イ。(傳 研 柳 澤抄)

結 核 菌護 明 二封 ス ル牛 乳 ノ細 胞 學 的 楡 査 ノ便 値

S.T.CowanandL.Maddocks:Thevalueofa

cytologicalexaminationofmilkforthedetectionof

Mycobacteriumtuberculosis.(JournalofPathology

andBacteriology;Vol.41.No.3,1935)

著者・・先 ヅ牛 乳 中 ノ細 胞 ヲ 鑑 別 ス ル上 二 必 要 ナ ル塗

抹標本 ヲ牛 乳 沈 渣 ヨ リ手 際 ヨ ク 作 製 ス ル 方 法 二就 テ

詳述 シ次 デ 牛 乳 中 ニ ノ・夫 レガ結 核 性 タ ル ト非 結 核 性

タル トニ論 無 ク 種 々ナ ル細 胞 乃 至 細 胞 群 ノ 存 在 ス,レ

コ トヲ記 裁 シテ居 ノレ。斯 加 レ数種 ノ細 胞 群 中實 際 上 診

噺的債値'ア,レ モ ノ・・僅 二 内被 細胞 群 ノ ミデ ア ル ガ

該群 トテ モ其 ノ存 在 が 直 チ ニ結 核 感 染 ノ 謹 左 トナ ル

モノデハ無 クテ、共 ノ堆 加 ガ輩 二乳 腺 二 何 等 カ ノ炎 症

性刺 戟 が起 ツ テ居 ル コ トヲ示 ス ニ過 ギナ イ。 乍 併.乳

房結 核 ノ際 二・・大 多薮 ノ結 核 菌 ・・斯 加 レ細 胞 二膠 著

スルモ ノデ ア'レカ ラ牛乳 中 ・該 細 胞 群 楡 索 ハ 牛乳 中

録
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二含 マ レノレ結 核 菌 ノ 搬 見 ヲ 容 易 ナ ラ ヴノル モ ノデ デ

,レト述 べ テ居 ル。(ノL大 細 菌 占 部薫 抄)

人 型 結 核 菌 ヨ リ 抽 出セ ラ レタ 含 燐 類脂 肪 膿 二就

テ

K.Bloch:t〕ber'phosPhorhaltigeLipoideaushum・

anenTuberkelbazillen.(BiochemischeZeitschrift,

1936,285Band,S.372)

今 日迄 抗 酸 性 菌 菌 燈 カ ラ有 機 溶 鋼 ヲ 以 テ 脂 肪 及 ビ類

脂 髄 ヲ抽 出 シタ實 験 ハ 多 々ア ル が、就 中最 モ電 要 ナ業

績 ハR.J.Anderson及 ヒ●ソ ノ・一流 ニ ヨlvモ ノ デ γ

,レ。(Phys.Rev.1932,12,166,)Anderson等 ノ・有 機 溶

畑 ヲ以 テ脂 肪 、燐脂 髄 及 ビ蝋 ノ分 割 抽 出 二成 功 シタ。

著 者 ノコN;報 告 セ ソ トス ル 實 験 ・・Anders・n等 ノ

所 謂A3燐 脂 骨副 ト稽 ス)v生 人 型 結 核 菌 カラ 抽 出 シタ

含 燐 類 脂 儘 デ ァッ テ、 コ ノモ/・ ・ソ ノ性 状 二 於 テ モ、

叉 化 學 的構 造 二於 テ モ、 今 日迄 二知 ラ レテ ヰ,レLeci・

thin,Kephalin,Sphingomyelin等 ノ燐 脂re1… 可成

リ趣 ヲ異 ニ シタ ノモ デ ア,レ。Andersonニ ョ レバ、 コ

ノ物 質 ノ・0.4%ノNヲ 含 有 シテ ヰJVト 云 フが、著 者 ノ

實験 デ ノ・、 ソ ノNノ ・該 結 核 菌 ノ培養 基 カ ラ吸著 セ ラv

タAmmonia盤 ニ ヨル モ ノ ・標 デ ア ル。A3燐 脂 饅 ヲ

温Acetonデ 虞理 ス7レ ト、 不 鹸 化物 質AIIカ'分 離 サ

レル。 コ ノモ ノノ・PモNモ 含有 セ ズ37℃ デ融 解 シ、

Sterin反 慮 ヲ呈 シナ イ。 色 々 ノ事 力ラ綜合 ス'レ1・、コ

L・ノ・蝋Alkohoデ ア1L・。 ,

A3燐 脂 髄 二水 解 作 用 ヲ起 サ セ,レ標 ナ條 件 デ稀 蝋 酸 ヲ

加 ヘ ル ト、 有機 的 二結 合 セ'レMgヲ 分 離 シ、ソ ノ姶 ニ

ツ ノ異 レ'レ燐 脂 饅 が遊 離 サv)レ 。 ソ ノ1ツ ・・Aceton

二不 溶 性/モ ハAIlデ ア ツ テ、 他 ノ1ツ ・・温Aceton
.・㍗
ゴ珂 溶 性 ノ モ ノ(B)デ アル。 何 レモ 燐 ヲ 含 有 シテ ヰ

デ∴ 酸 ヲ加 へ2レ トDiglyceridphosphorsaure/Mg

盤.がDigiyceridphosphorsaureニ ナ,レ。

AI・ ・Nヲ 含有 シナ イ高 イ融 解!鮎 ヲ有7・JV物 質 デ、 ソ

ノ燐 含有 量 ・・3.55%デAnderson・ 燐 脂 盟 ・燐 含有

量 ノ2.3%二 比 ス レバ可 成 リ高 イ。

B・ ・室 温 デ淡 黄 色 ノ油 状 ヲ呈 シ、2.-14%ノ 燐 ヲ含有

シ、Nノ 含 有 量 ・・0.1%以 下 デ ア ル。 コ ・二得 ラ レタ
。{1,

AIモBモ 共 二尚 ホ多 ク ノ不 純 物 ヲ含 ンデ ヰJレ が、 併

、 シAIトBト 噸 似 ノ化學 的構 造 ヲ有 シテ ヰ,レモ ノ ト

想 像 サ レ,レ。

健 康 ナ動 物 二AI叉 ・・Bヲ 皮 下 注射 シテ見 ル ト、 何 レ

モ結 核 二特 有 ナGranulomヲ 形 成 ス ァレ。
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A3燐 脂 憺 ノi㌃水炭 棄 ・・著 舌等 ・賓膿 ニ ヨ レ・《燐)1wa

ト結 合 シテハ ヰナ イ糠 デ ノつレ。(傳 研 柳 羅 抄 〉

先 天 性 結 核 素 質 ア リヤ?

WilhelmBer隅haus:Gibt`・s(・ine(・::bli{・lwTubei・ ・

ktilose・Dis・position?(Z(,itschr.f.Hygieneu.Infekti・

onskrankheiten,Bd.117,Hf.6,1936)

著 暫 ハBrしln・L蝋 ・・ ト同 ジ〃、先 天性 結 核 紮 質 ノ1:暑1

題 ハ璽 小 見 二就 テ'探 衆 デハ 到 底 充 分 二 ㎜ 明 シ得 ル

モ ノデ ・魂 ロ ト ノ意 見 ヲ憧 ヤ、寧1コ血 族 ㎜ 係 二就 テ ノ

検 索 二俵 ナ 旦い 閑 明 がll∫能 プ'9ラ ウ ト瓜 ツ タ ノデ最

近2年 間 二該 方面 ・ 非 常 二 多数 ノ 材料 二就 テ研 究 シ

タ ノデ ア,レ。尚 些 ノ血 族 關 係 ノ研 究 二於 テ ハ先 進 ト趣

ヲ異 ニ シテ)lilfwa外ノ結 核 症(狼 瘡 及 ビ骨 、 關 節、 腺、

脳 膜 虹 二粟 粒 各結 核)二 就 テ検 索 ノ歩 ヲ進 メ タ ノデ ア

ツ タ。 其 ノ槍 索 成 績 ト シテ 著 者 ・・次 ノ如 ク云 ツテ居

ノレ。 帥 チ、濯 浸 家 族 二狼 瘡 及 ビ骨 聞 節結 核 が籏拙 ス,レ

コ ト ヨ リ シテ斯 力,レ家 族 二於 ケ ル 結 核 ニ ヨ,レ高 死亡

卒 ハ其 ノ源 ヲ特 殊先 天 性 素 質 二 求 ム可 キ モ ノデ ア ル

ト結 論 シ得 ル。爾 之 ヨ リ類推 サ レ而 モ血族 表 モ 示 ス ガ

如 ク斯 力'レ素 質 ノ・肺 結 核 二封 シテ モ 承 認 セ ラ レ得 ♪レ

モ ノデ ア ラ ウ。(九 大 細 菌 占部 薫 抄)

慢 性 結 核 性 中耳 炎 ノ頻 度 二 就 テ

J.Melleru.H.Meller:OberHau6gkeitderChro・

nischtubercul6senMittelohrentzUndung(Monatschr.

Ohrenheilk.1936.70.Jg.4.H.)

著 者 等 ノ 目的 ・・結 核 患 者 ノ耳 炎 二 結 核 性 中 耳炎 が如

何 程 存 ス ノレヤ ニ非 ズ シテ、外 來治 療 ヲ受 クル慢 性 中 耳

炎 ニ シテ確 實 ナ ノレ症 候 ヲ 有 セ ザァレ結 核性 中 耳炎 ノ頻

度 ヲ検 セ ソ トス。

検 査 方 法 トシテ ・・中E組 織 、或 ・・1ポ リー プ」ノ組織 學

的検 査 ・・倍 ズ ル ニ足 ラ ザ ル事 ア リ.著 者 等 ハ塗 抹標 本

槍 査 ノ他 二、甚 ダ敏感 ナ ノレL6wenstein氏 培 養 法 ヲ使

用 セ リ。

1年 間 二84ノ 慢 性 中f9炎 テ'菌ノ謹 明 サ レシモ ノ22.3

%ア リ、 耳 洗 瀞 液 ノ培 養 ノ・3-一一・1日置 キ ニ3同 以 上 行

ノ、ザ レバ確 實 ナ ラズ。培 養 試験 ・・耳 漏 塗 抹 標 本 ト共 二

行 フ要 ア リ。

年 齢 ノ・20歳 垂 ノモ ノ最 モ多 ク、30歳 垂 ノ モ ノ之 二i欠

グ、胸 部 憂 化 ノ・19例 ノ菌 陽 性 者 中7例 ニノ・全 然 無 ク、

8例 二・・治 癒 匂 レ陳 薔病 愛、2例 二確 實 ナ ル結 核性 病

墾 ア リ ヅニ過 ギ ズ。

耳鏡 槍 査 ニ ヨ レ バ 鼓 膜 全 歓 損 ト 種 々ナ ル場 所 ノ中 心
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性 穿 孔 絶 謝 多 数 ナ リ。「ポ リー プ」ハ非 特 異性 中 耳 炎 ト

略1同 轍 二來 リ、從 來 ノ特 異性 中 耳炎 二「ポ リー プ」多

シ ト ノ考 ヘ ハ砧 ズ ル ニ足 ラザ,レペ シ。

叉C・ ・ma`,h氏 モ 言 フ如 ク、 余 等 ノ症 例 二於 テ結 核 性

lf.炎二特 異 ナ リ トセ ラノレ ・租 々ナ'レ 所 見 ノ・見 ラ レズ

非 特 異性 ノモ ノ トノ1礒別 ハ困 難 ナ リキ。

東大 耳鼻科 切替 抄 ノ

甲 欺 腺 結 核 ノ食 遣 内2ケ 所 穿 孔

W.Ruth{・:,z.Hals・u.9w.・Heilk.39.H41936ノ

甲状 腺 結 核 ハ 甚稀 デ ア リ、叉 臨 駄 上 確實 二診断 ス ル事

ノ・困鄭重デ アlvが 著 ・仔ハ59歳 ノ女 二高 熟・ト1甚シイ衰 弱

ト ヲ訴 へ 、突 然 吐 血 シタ角澗 癌 ノ那 縛 移 ト診噺 サ レタ

例 ヲ剖 槍 シ意 外 ニ モ 吐 血 ノ・食 道 上部 二於 ケ ル 潰 瘍 ノ

爲 ト解 ソタ 例 ヲ報 告 シ、特 二病 理 組 織 的愛 化 ヲ詳 細 二

述 べ テ居 ル。

即 食 道 壁 ・・喉 頭 破 裂 蔵痕 ヲ距 ル2.5cm下 部 右 側 壁 二

穿 孔 ジ、 此 部 ヨ リ更 二2cm距 ツ タ部 二 第 ニ ノ穿 孔 が

ア ヅ タ,甲 状 腺 ・・培 大 シ周 園 二癒 著 シ右 牛 ・・全 ク乾酪

様物 質 トナ リ上 牛 部 ハ 融 解 シ 空 洞 ヲ作 り食 道 穿 孔部

二交 通 シ テ居 タ。 左 牛 ・・多 少 腺 組 織 残 存 ス。護 誤 腫 二

似 テ居 ル が鑑 別!鮎 ・・、乾 酪 愛 性 二隔 ツタ淋 巴腺 結 核、

肺 及 脾 ノ粟 粒結 核 、鼻狼 蚕 ニ ヨル猷 損 ノ存 在 ヌ ル事 等

デ ア'レ。組 織 標 乍 ヲ見 ル ニ、 腺組 織 ノ、高度 二萎 縮 シ少

数 ノ圓 イ細 胞 巣 ト シテ残 リ其 間 ニハ定 型 的 「ソ ベ ルケ

'レ」ヲ有 ス'レ新 薄 炎 症 組 織 充満 ス。 礎 存 腺 内 「コ ロ イ

トp一ノ・染 色 力 弱 ク網 状 ヲ呈 シ、 又 「コ ロ イ ド」清 失 シ管

腔 ヲ失 ツタ物 ノ・細 胞 巣 ト シテ 結 締 織 内 二 窟 腫 浸 潤状

ン見 エ ノレ。但 核 ノ「ピ ク ノー ゼ」ガ存 在 シ新 生物 ト鑑 別

出 來 アレ。稀 二乾 酪 性 破 壌 二昭 ツ タ 動脈 ヲ見 ル。 上 蓮細

胞 巣 ・・RUPpaner記 載 ノ夫 レ ト似 テ 居,レ)'決 シテ再

生機 轄 二 依 ル モ ノデ ノ・ナ イ、 其 謹 櫨 ノ・(1コ ノ 細胞

稟 ・・「ツベ'レ ケ,レ」ノ周 園 二獲 生 シ タ軍純 性 炎症 が 甲状

腺 小胞 ヲ押 分 ケ タ部 分 ニ ノ ミ存 ス ル事 、(2>核 「ビク

ノー ゼ」ヲ示 ス事 、(3)細 胞 肥大 モ ア ル ガ ソv・ ・「コ ロ

イ ド」消失 シ分 泌 作 用 ヤ ミ 内 歴 清 失 シタ爲 デ永久 的 デ

ノ・+ク 途 二萎 縮 死 滅 ス ル事 デ ア ル。以 上 上 皮 ノ墾 化 ・・

結 核 二限 ラ ズ、甲状 腺 ノス ベテ ノ慢 性 産 出性 炎 二 見Jレ

所 デ ア ル。(阪 大 耳 科 山川 抄)

粟粒 結 核 ト中耳 炎

E.Ziegler:(Z.Hals.usw.Heilk39,1936〕

1928-35年 ノ間 ラ イ プ チ ッヒ大 學 耳科 デ診 療 ・yPt8

例 ノ粟 粒 結 核 ト中 耳 炎 ヲ 有 ス ル 患 者 ノ 剖 検 例 及類 似
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症例 二就 テ記 載 シテ帰 ル。先 ヅ各 症 例 ヲ略 記 シ各 々二

批列 ヲ加 ヘ テ居 ル が抄録 ス ル ニノ・不適 當 デ ア ル、唯 全

饅 トシテ云ヘ バ調 査 不 足 ノ!鮎モ ア ル ガ 内科 及 「レ ン ト

ゲ ソ」科 ノ專 門 的診 噺 ヲ受 ケテ 居 ル ニ拘 ラ ズ 誤 診 ダラ

ケデア ル ト云 つ。著 者 ハ綾 イテ織 括 的 二粟 粒 結 核 ノ診

噺難、検査 疎 漏 ノ鮎 及 注 意 鮎 ヲ述 べ テ居'レ。 即 粟 粒 結

核 ノ診 噺 ハ(1)或 器 官 二粟 粒 ノ病 竈 ア ル コ ト、(皿)一

定 ノ全 勇症 状 ト共 二鍛 多 器 官 二産 出 性 、乾 酪 性又 ・・硬

愛性結 核 ヲ認 メ ル事 二依 ♪レ。著 者 例 デ ノ・粟 粒 結 核 ヲ肝

臓 二7例 、 肺6、 脾6、 腎4、 小鵬2、 岩 楳 骨2、 扁

桃 腺頸 腺胸 腺 肋膜 脆 管 副 腎各1例 二見 テ居 ル。

O肺 デハX線 デ剃 明 シタ ノガ僅1例 、墾 化 現 ノ・レヌ事

ガ多a、 臨 妹 上3例 ・・專 門家 モ誤 診 シテ居 タ。

○肝臓 ノ病 愛 モ不 明 デ ア ツタ が其 ノ肥 大 硬 墾 歴 痛 、眼

葦膜 ノ淡 黄 色 、 尿 中膿汁 色素 、 「ウ ロ ビ リ ン、」 「ウ ロ

ビ リノ_ゲ ソ」検査 、Millon氏 検 査 、 血 液 ノ「ビ リ)レ

ビン」含 量高 田 民 反庶 モ 検 査 セ バ肝 結 核 擦 所 ヲ得 ラ レ

ヨゥ。十 二 指 腸 液検 査 ノ・重 症 患者 故 實 施 困難 。

口結核性 ヲ疑 フベ キ鮎 ノ・、1.病 竈 デ ア リ4例 ノ・結 核

ト關連 がア ツタ 。2.耳 所 見 デ ハ 肉芽 ザ鼓 膜 穿 孔 部 ヨ

リ出 タ例 力●1例 ア ツタ が 遺 憾 ナ ザ ラ 病 理 検 査 ヲ行 ツ

テ居 ナ1、 多R性 穿 孔 ザ1例 アツ タ ガ該 中 耳炎 ハ 非結

核性 デ ア リ誤 診 ノ基 トナ ツベL廿scher記 載 ノ定 型 的

所 見(本 誌14巻4號 抄 録)ノ・確 實 ト思 フ が検 シテ ナ イ。

中 年 以 後 ノ八 二比 較 的急 速 二搬 小 シタ 中耳 炎 デ.乳 嚇

突 起 及 ギ}様骨 ・1'neumati.ationカ ●良 好 デ所 見 ガ慢 性

中 耳 炎状 ノ時 ハ結 核 二疑 ア リ。丁術 ノ際1例 二腐 骨 ヲ

見、1例 二乳 嚇 蝉 棄 内粘 膜 及 分 泌 物 ノ滑 激 著 色 デ結 核

二疑 ヲ起 シタ.顔 面 刷1経麻 班 ・・3例 二存 シタ が何 レモ

中 耳璽 化 ノ聡 デ ノ・ナ ク 内聴 道 膿 瘍2例 、中櫃 性 麻癖1

例 デ ア ツタ。眼 底6例 検 セ シ内3例 二新 若 ・・∫21結核性

縫{七 ヲ認 メ タ。 ∬市ニノ、8佃1共 全 晋K塑i4七力ゆ存 シ タ カ●(繁

粒 叉 ・・値 結 核 竃)5例 ・・不明 内4例 ・・専 門 家 ニ モ別 ラ

ナ カ ツタ.喀 演 検 査 ・・2例 二行 ヒ菌 ヲ見 ズ。

腸 ・・8例 中6例 二 潰 瘍 が ア ツタ が 診 断 が ツ イ タ ノ・・

皆 無 。 膿 膜 炎 ノ・7例 ア リ、液 歴 が高 イ ノニ細 胞 数 が少

イ事 、且 細 胞 倣 ノ増減 動 描 が僅 デ ア ル事 ハ結 核 性 二特

徴 デ ア ル蜘蛛 状 凝 塊 ・・1例 ニ ア リ、結 核 菌 ノ・塗 抹 標本

デ ハ皆 陰 性 、培 養 シタ ノ ガ死 後3週 後 陽 性 ト知 レタ ノ

が1例 ア ツ タ。2896硫 酸 「ア ンモ ン」ヲ用 フ ルBirkholz

ノ「ブ イ ブ リ ノー ゲ ン」検 査 及 還 元 物 質 ノ 減 少 ・・結 核

性 謄 膜 炎 ヲ疑 ・・シメ ル。 全 均 症 状 二就 テ ノ・、敗 血症 状

弛 張 熱 型 ノ・1例 モ ナ ク 多 クノ・38-39。C叉 ノ・ソ レ以 下

脈 搏 ノ・4例 デ ・・熱 曲線 ヨ リ下 、2例 デハ 時 々之 ト交 叉

シテ居 ル。戦 標 ノ・無 イ 「ツ ペ ル ク リ ソ」反 晦 ノ・幼 見 二皆

陽 性 、血 液 像 二 ・・特 徴 ナ ク、 「ヂ ア ツ オ」反 磨1例 陽性

1例 陰 性 、他 ・・検 シテ居 ナ イ。(阪 大 耳 科 山 川 抄)

一 般 學 術 雑 誌

腎膣 結 核 ノ早 期 診 断 卜治 療

KurtIzschirutsch.(Mifnch.Med.Wschr.1936,Nr.17)

腎臓 結核 ノ診噺 上重 要 ナ ル症 状 ノ・尿 中結 核 菌謹 明 、膿

尿、 腎臓 機 能 障 碍 デ アル。

結核 菌詮 明 ニノ・輪 尿 管 「カテ ー テ ル」ヲ用 ヒ、左 右 何 レ

カラ菌 が出 ル カニ ヨソ テ罹 患 側 ヲ決 定 ス ル。然 シ健 康

腎 ヨ リ流 血 中 ノ結 核 菌 ガ 排 出 サ レ得 ル カ ラ更 二腎 臓

機 能障 碍 ノ有 無 ヲ確 メノレ必 要 ガ ア ル。叉 結核 菌 ガ塗 抹

標本 二見ヘ ナ イ トキ ノ・動 物 試 験 、叉 ノ・培 養 法 ヲ用 ヒ ネ

バナ ラヌ カ'長時 日 ヲ要 ス ル鉄 顯 がア ル。

膿 尿・・腎臓結 核 ノ最 モ顯 著 ナ症 状 デ ア'レガ、腎臓 結 核

ガアツテ モ輪 尿管 狭 窄 が ア レバ 尿 ・・清 澄 ノ事 モ ア ル。

腎臓 機能検 査 デ ノ・「イ・ンヂ ゴ カ ル ミ ソ:排 出 ノ・健 康 側 ガ

罹患側 カラ ノ毒 作 用 ノ爲 二 排 出遅 延 ヲ起 ス事 が ア ツ

テ不 充 分 デ ア ♪レ。Pannewitz&Sing・ ・酸 「ア)vカ リ」

排 出試 験 ガ最 モ鏡敏 ト イフ。

ソ ノ他 膀 胱 鏡検 査及 「レ ソ トゲ ン」検 査 モ 重 要 デ ァ ル。

治 療 法 ノ・今 日デ ノ・腎臓 摘 出 二限 ラ レテ ヰ ル が、最 近 叉

保 存 的療 法 ノ敷 果 ガ認 メ ラ レ初 メ タ。

無 盤 食 療 法 ・・之 デ治癒 シタ報 告 ・・無 イ が、Szold・ ・]6

例 二膀 胱 症 状 ノ輕 快 トー般 状 熊 ノ好 榑 ヲ見 タ。

(坂 ロ 内科 岩 田抄 ・

人 工 気 胸 療 法 及 胸 廓 成 形 術 ノ適 感症

W.Neumann.〔Wien.Med.Wschr.Nr.13,14,1936)

人 工 氣 胸 療 法 ノ・「ツ ベノレク リ ン」治 療 ヲ常 二合 併 シテ行

ツ タ方 が敷 果 ノ・良 好 デ ア ノレ。

人 工 氣 胸 療 法 第 一 ノ 適 磨 症 ・・喀 疾 中 二菌 ヲ排 出 ヌ ノレ

ー 側 性 ノ破 壌 性 滲 潤 デ ア ル。菌 排 出 ノナ イ モ ノデ ノ・空
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洞 デモ 氣胸 療 法 ヲ施 サ71シ テ 治 惚 シ得'レ モ ノが ア;レ。

肋膜 附近 ニ ア'レ空 洞 二脛験 スノレ所 デ ア ル。

再 感染 滲潤 ハ2-3週 間縄 過 ヲILテ 解 熟 後 二氣 胸 ヲ行

ノ。 冊ll:性 空洞 ハ癒 著 ノ爲 二氣胸 イく能 ノ塩 が多 イ。

雨 側疾 患 時 二・・先 ヅ破 壊 ニノ初 ノテヰ,レ方 へ 氣胸 ヲ施

ジ、雨 側 空 洞 ノ場 介 ニ モ新 鮮 .旺電 篇 側 へ 氣 胸 シ若 シ他

側 が治 癒 シナケ レ・も ・側 治 洗愈後 二他 側 へ氣 胸 ヲ行 フ。

然 シ雨 側 同 時 二 氣 胸 ヲ λル1∬モ ア ノレJJ'之 ハ 若 午 者 ご

限'レ。 此 ノ際 肺 活td一ノ大 小 ハ著 者 ハ 電 嬰性 一ム1忽メ ナ

イ。

通 常1乃 至4同 ノ氣 胸 後 二解 熱 、11客演 中 菌漕 失、 レ ン

トゲ ン像 上 空 洞 ノ縮 小 力冒認 メ ラ の レが、3、4ケ 刀 ヲ

縄,レ モ此 ノ状 態 二達 シナ イ時 ・・他 側 へ櫨 ル カ、喀血 叉

・・)j力膜 滲 出液 ヲ生 ズ ル'iρ 考 ヘ ネバ ナ ラ ヌn

癒 著 ニ ノ・焼 切 術 ヲ施 ス、此 ノ際 ニ ハ 「ヂ ア テ ル ミー」ヲ

併 川 シナ イ方 が良 イ。

廣 汎 ナ癒 著 、叉 ・・肺 尖癒 著 ヲ件 フ上 葉 ノ空 洞 二 ・・横隔

膜 紳 経 ノf術 ヲ行 フ.一 般 二撚 除 が行 ・・レノレが理 想 的

一 ノ・一 時 的 麻 癖 が良 イ。 著 者 ノ・示申維 ヲ露 出 シ「〃ロー

,レエ チ'レ」デ氷結 化 シ、 叉 ・・85%「 ア]レコ・一・JV」O.5-

1aqヲ 注 射 ス ル事 ニ ヨ ツテ1、3年 間 綴 級 ス'レ麻 癖 ヲ

得 ル。

撚 除 ・・時 二 ・・帥 維 ヲ引 出 ス際 二縦 隔 笹 附近 ノ 病 窟 ヲ

活 動 性 ニ シテ 手術 後2乃 至4週 後 一 死 亡 ス,レ事 ガ ア

ノレ。叉 横 隔 膜 麻 癖 ノ数 果 バー般 状 態 ヲ良 好 ニ ス ノレ程 顯

著 ナ作 用 ・・ナ イ、叉Hermsノ イフ如 ク胸 廓 成形 術 前

二横 隔 膜 麻 癖 ヲ施 シ テ オ ク ト、喀 喫 排 出 が困 難 デ ア ル

ト イフ。 然 シ大 出血 ヲ止 メ、疾 患 ヲ永 クー 側 二限 局 セ

シ メ得 ル致 果 ハ否 メ ナ イ。

近 時動 態 レ ソ トゲ ン窮 眞 が行 ・・レ、肺 上 部 ・・肋 骨 ト同

時 二動 キ、 下 部 ノ・横 隔 膜 ト同 時 二 動 ク 事 ガ 明 カ トナ

リ、 癒 著 ノ有 無 、及 空 洞 ・場 所 ノ關 係 ニ ヨッ テ横 隔 膜

ト同時 二動 ク病 竈 二封 シテ コ ノ手術 ノ 適 晦 ガ 決 定 サ

レノレニ至 ツ タ。

次 二重 要 ナ ル ・・肺 尖 ト横 隔 膜 トニ癒 著 ノア ル時 デ、横

隔 膜 ヲ麻 癖 ス レバ肺 尖 横 隔 膜 間 ノ距 離 ヲ短 縮 シ、且 送

入 シ得Jレ氣 胸 ノ空 氣 量 ヲ堆 シ得 ル。

油 胸 療 法 デ ・・著 者 ノ・顯 著 ナ奏 数 例 ヲ有 シナ イ。

上 葉 ノ癒 著 ニ ノ・部 分 的成 形 術 ト「パ ラ フィン」充 填 ヲ行

フ ガ、 約20%二 偶 登 症 がア ル。 然 シ之 ノ・雨 側 ニ モ行

ヒ得,レ。

更 二疾 患甚 シケ レバ胸 廓 成 形 術 ヲ行 フ、此 ノ際 ノ他 側

録 【第14巻

ノ遜 化 ハ レン トゲ ン像 ヨ リモ 理 學 的症 状 鉄如 ヲ 標 準

1・スノレ。腎臓 結核 合併 ニ ノ・腎 臓 摘 出 ヲ先 ニ シ、4週 後

二1血行 性 播 種 ノ無 イ事 ヲ確 ノ テ 後 胸 廓 成 形 術 ヲ行 フ。

喉 顕 結 核!・ 合 併 ノ・禁 忌 トナ ラ ナ イ 食 懲 不 振,粟 粒結

核 、喉 頭 狭 窄 、腸 結 核 ノ合 併 ノ・禁 忌 デ ア ル。 心 筋 障碍

11芋ニモそi・・ナ イ、Kaufmann氏 水 試 験 トE.K.G。 ガ

琴 彦ニ ナ1L・。 肥 船三病 、4年 以 上 ヲ維 タ慢 性 結 核 ・・突 然

心 臓 機 能 停 止 モ起 プ71`が アル。(坂 口 内科 居 田 抄)

結 核 咳 厳 ノ治 療 二 就 テ

KarlW`・iss.(Wien.Med.W,s`・hr.1936,Nr.21)

著者 ・・肺 結 核 二於 テ咳 漱 ヲ止 ノル ト共 二、喀 嬢 ノ肺 中

二停 滞 ス ル ヲ避 ケ得'レ(;odiiritナIv新 桑 ヲ推 奨 ス。

之 ハ ・錠 中吐 根 ノ全 「アノレカ ロ イ ド0.0005瓦 臨 酸 「コ

テ'イ し_().02瓦 及 盟 酸 「エ ノエ ド リソ」0.02瓦 ヲ含 ムc

「コ デ イ ノ」ハ咳 嚇 刺 戟 ヲ去 ソテ 反 射 的 二 呼 吸 中櫃 ヲ

安 静 ニ シ、同時 二粘 液 分 泌 ヲ抑 制 シ吐 根 ハ從 來 周 知/

如 ク被 褒 ノ敷 ア リ、更 二「エ フ エ ドリ ソ」ノ・氣管枝 腔 ヲ

披 大 ス。 著 者 ノ・本 錠 ヲ1日2乃 至3錠 ヅ ・使 用 ス。

坂 ロ内 科 岩 田抄 〉

副 甲歌 腺 「ホ ルモ ンニニ ヨ ル結 核 性 喀 血 ノ治 療

K.Fang:ζWien.Mρd,Wsしhr.1936,Nr.21)

著 者 ハ文 獄 上 二表 ハ レタ副 甲 状 腺「ホ ルモ ン」ノ出 血及

凝 固 時 間 ノ短 縮 作 用 血 清 中透 析性 「カル シ ウ ム」量 堆加

作 用 等 二鑑 ミ1931年 以 來 上 海 國 民 屠 學 核 結 核 病 室 二

於 テ102例 二「リ リー」製Parathormon;筋 肉 内 二1

cq20軍 位)ヅ ・1日3乃 至4同 注 射 シテ 喀 血 泊癒 作

用 ヲ見 タ、ZF均79.4%二 錫 改シ就 中輕 症 喀血 ニハ91

%、 中 等喀 血 二 ・・66.7%、 重 症 喀 血 ニ ノ・64.5㌔ 二奏

数 シ4例 ノ・全 然 無敷 力 デ ア ソ タ、爾1例 モ副 作 用 ヲ認

メ タ者 ノ・ナ イ。 坂 口 内科 岩 田抄)

肺 結 核 症 ノ誤 診 ト抗 酸 性 菌 偏 性 結核 菌 ノ意 義

St.Litzner.(Med.Klin.32.10 。315.1936.㍉

幼少 ノ頃 カ ラ絵 リ顯 著 デ ナ イ、氣 管 枝 振 張症 ヲ有 シテ

ヰ ター 患 者 ノ喀 疾 中 二 偶 々抗 酸 性 桿 菌 ガ 詮 明 セ ラ レ

タ トイ フ理 由 ダ ケ デ、爾 來 肺 結 核 症 ト見倣 サ レ、人 工

氣 胸 ノ設 置其 他 ノ塵 置 ヲ受 ケ テ ヰ タ.斯 クテ25歳 二

至 リ、妊 娠3ケ 月 二及 ビ結 核 症 ナ リ シ理 由 二基 キ著者

ノ モ トニ、妊 娠 中絶 ノ適 否 二封 ス,レ診 定 ヲ求 メ タ ノデ

アル。

此 ノ機 會 二當 面 シテ、 著 者 ・・肺 壊 疽 、慢 性 氣 管枝 性肺

炎 、腐 敗性 氣 管枝 炎、感 染 性 肺 硬 塞 、化 膿性 氣管 枝 炎、

氣 管 枝 振 張 症 、或 ・・繊 維 性 氣 管 枝 炎 等 二於 テ屡 ミ非結
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核性 ノ抗 酸 性 桿 菌 ノ謹 明 サ ル ・事 ア ル ヲ縷 逃 シ、如 斯

キ析 見二就 イ テ ノ學 識 充 分 ナ ラザ,レ時 ・・、重 大 ナ'レ誤

診 ヲモ敢 テス ベ シ ト戒 告 シ、尿 中 ノ ミナ ラ ズ、 喀 淡 中

二於 テ モ 亦 非 結 核 性 抗 酸 性 桿 菌 ノ 存 在 ス ル 慣 二就 イ

テ再度 ノ認織 ヲ要 望 シテ ヰ,レ。

猶 、形 態 上 二於 テ モ、叉 染 色 關 係 ヨ リユ ル モ 甚 シ ワ結

核 菌 二酷 似 ス ノレ偲 性 結 核 菌 二於 テ ・・、共抗 酸 度 納 ζ弱

少 ナ リ ト謂 ノ、,レ・モ、雨 者 ノ適 確 ナ ル鑑 別 ノ・寧 ロ動 物

實験 二櫨 レ ベ キ ナ リ ト言 ヒ、抗 酸 性 桿 繭 ハ結 節 形 成 ノ・

可能 ナ ル モ、該 組織 ノ埋 死 叉 ハ乾 酪 墾 性 化 ・・見ル コ ト

ナ シ。然 ジ容 易 二化 膿 叉 ノ・組織 化ス ル ノ傾 向 認 メ ラ レ

且 ツ初 感 染 部 位 ヨ リ、更 二 全個胆 二亙 リ理i延進 展 ス)1/

ガ如 キ特性 ・・有 セ ズ ト附 言 シテ ヰ ル。

(大 里 内科 倉 重 抄/

肺 結核 症 ノ鎭 咳 剤 トシテ ノ"Tussipect`'

ArturOstendorf.(Mek.Klin.32.10.326.1936.)

'
,Tussipect``(Beiersdorf)ノ ・Primulasaponin/Am-

monium-salzデ ア ソ テ、Ephedrinガ 附 加 サ レテ アル。

本刺 二・・Saponin二 見'レ様 ナ、 胃腸 二封 ス ル 不快 ナ

ル副 作用 ・・見 ラ レナ イ。如 斯 ク化 學 的 二純 梓 ナ ル物 質

デ ア,レ黙 、叉 麻 酔 剤 ヲ鉄 除 シテ ヰ ル鮎 等 ノ・寧 ロ好 適 デ

アル。

著 者・・40例 ノ臨 抹 實験 二於 テ何 レ ノ例 ニ テ モ、 僅 々

2-3日 ニ シテ咳 漱 ノ・著 シ ク減 退 シ、 喀 疾 ノ流 出亦 容

易 トナ ル ヲ見 タ。 然 シテ 多 ク ノ場合 、喀 疾 量 ・・一 過性

二墳量 ス ル が再 ビ減 量 ス ノレ。 何 レ ニ シテ モ 、肺 結 核 症

ニ テ ノ頑 固 ナ ル咳 漱/症 候 的塵 置 トシ テハ 卓敷 ア リ、

且 ッ連 用 ス ル モ妨 ゲ ナ シ トイフ。用 法 ノ・1日3回1食

匙 宛投 與 スJt/カ 、 ヌノ・20-35滴 宛 服 用 セ シ ム,レニア

ル。(大 里 内科 倉 重 抄) .

肺 結 核 症 ノ虚 脱療 法 二 封 ス ル ー 般 病 理 學的 見 解

TheodorWedekind.(Med.Klin.32.17.1936.)'

肺 ノ虚 晩療 法 ノ本 態 ガ 明 劃 ニ ナ ツ テ ヰ ナ イ 爲 動 モ ス

レバ適 磨症 ノ列 定 が極 メ テ大 謄 ニ ナ ツ テ來 テ ヰ ノレ。

虚脱療 法 ノ治数 的 作用 機 轄 ノ・、肺 組 織 二與 ヘ ル軍 ナ ル

Entspannung二 基 ク モ ノデ ナ イ 事 ・・臨 沐 上 ノ幾 多/

現象 二 慷 ツ テ 詮 明 セ ラ レル が、 肺 ノ網 状 織 細 胞 系 、

Lungenmesenchymが 長 期 二亙 リ外 來 性 刺 戟 ヲ亨 ク ル

時、該機 能 ノ・極 メ テ著 明 二元 進 ス ル事 ヲ確 詮 シ タ著 者

ノ小實験 ガ極 メ テ重 要 ナ ノレ意 義 ヲ有 ツ モ ノ デ ア ノレ。

他方、 著 者 ノ・百有 絵 例 ノ臨抹 例 二就 イ テ観 察 シ、一 般

二堆殖性 結 核 ・・hyperergischerZustand二 滲 出性 結

録 o
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小蔓ハhypL)t'stis"hcrZustimd_r-fi二,レLl"・ ヲ久llリ、11}イ也

1、2・ 實 噸 ヲ基礎 トシ先1指 】腱療 法 ・・繍 妙 如fl,J-J-7レ

病 期 二施 行 ス'レ='適 當 ト 勺 レカ ー 就 イ テ 次 ノ如 〃述

べ テ ヰ ル。

・一・・一般 二1tl・期 浸 潤 ニテ'・令調刈状 織 細胞 系 ノhyp`・r()rgis`・he

Re"ktionヲfP力 赦 二、此 際1、(胸設 躍 ノ'イ・juz'ilfiデア

ル。 是 、過 敏 性 状 態 二樹 シ更 二刺 戟=ノ加 。巨:スノレ事 ナ カ

ラ シ メ ム カ"jlDデア ノレ。 ノ ミナ ラ フ㍉111!り蹄ハ閏白骨豊ノ・其

ノ換 後極 メ テ良 性 ナ'レモ ノ 多 キ ヲ以 テ デ アル。

塘殖 性 結 核 二錫 シテ モ、施 術 ノ必 要 ヲ認 メナ イ。 反 之

ジテ 、未 タ'攣性 二附 入 ラ ナル初1り1滲出性 過 程 ノモ ノ_

封 ン テ ハ刺 戟 ノ意 味 二 於 テ 極 ノ」1欄ll療法 ヲ行 フベ キ

デ ア ル。 空洞 性 非 活動 性 紺 南二封 シテ モ蹴 箸ナ 久 施

行 シ、 結 締織 ノ培殖 ヲ促 サ ネバ ナ ラナ イ。

要之 ス ルニ適 磨症 決 定 二劉 シ、何 等斬 新 ナ ル指 針 ヲ提
　

供 シナ カ ツ タ が、如 何 ナ ル病 型 二封 シテ デ モ、 絵 リニ

輕 卒 二該 法 ノ適 用 ス ベ カ ラザ ノレ'」汐 強 調 ス ル ト謂 ヒ、

近 年 病 型 ヲ無 硯 ス'レ傾 向 勘 カ ラi♪:'ノレヲ戒 メ テ ヰ ノレ。

(大1艮 内科 食 重 抄)

骨 結 核 ノ手 術 卜血 球 沈 降 速 度 トノ關係

W.Ph.Schaffer.(Med.Klin.32.25.et26.1936.)

著 者 ・・骨 結 核 ノ 外 科 的 施 術 ト共 ノ血 球 沈 降 反 鷹 ト ノ

關 係 ヲ槍 索 シ次 ノ如 キ戒 績 ヲ得 タ.

1.椹 患 後 比 較 的短 期 間 二過 ギ ザ;レ骨 結 核 ノ沈 降 反 慮

ハ高度 デナ イ。 ノ ミナ ラ ズ屡1正 常 値 ヲ示 ソテ ヰ ル。

然 ル ニ慢 性 ノ場 合 ハ、假 令進 行性 デノ・ナ ク トモ著 シク

速 進 シテ ヰ ル。 此 際 、沈 降 反 恋 ノ検 査 ノ・其 ノ悪 化 ヲ豫

知 ス ル精 密 ナ ル標 示 トナ ル。

2.骨 結 核 ノ外 科 的施 術 後 二 於 ケ ノレ沈 降 反慮 ノ 關係

ノ・、(a)早 期 ノ病 竈 除 去 後 ノ・其 ノ迅 速 ナ ル治 癒 二相 當

シテ速 二上 昇 ス ル。(b)慢 性 症例 ニテ ソノ病 竈 ヲ切 除

ヌ ル ナ ラバ、 徐 々二正 常値 二迄 恢 復 ス ノレ。(c)手 術 的

固 定 法 ヲ施 セ'レ場 合 ニ モ前 折同様 、極 メ テ長 期 ヲ要 ス

ル。(d)肺 病 窟 ヲ合 併 ス ル揚 合 二・・、手 術 後 ノ沈 降 反

弛1二多少 ナ リ1・動 揺 がアJレ。

3.一 般 二手 術 後 ニ ハ、 殊 二夫 ガ大 予 術 デ ア ル程 、 著

明 ナ速 進 ヲ示 シ、屡 ほ数週 間 二亙 リ持 績 スル場 合 が ア

)レ0

4.Senkungsdynamikカ ラ 見 ノレ1・、重 症 結 核 ノ場 合 ニ

ノ・短 時 間 内 二最 大沈 降 値 二到 蓬 スル ガ、輕 症 叉 ・・治 癒

例 ノ場 合 二・・該 所 要 時 間 ・・匹 々デ ア ル。

5.f'術 後 ノ拓 間 性 疾 患、 例 へ ・{「ア ・ギー ナ」流 行性
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感 冒、非 結 核性 氣管 枝 炎 ～?・・oチ湯 ・沈 降 痩 曲線 二塑 化

ヲ奥 へ得 ル。(大Il隻 内科 倉重 抄)

諸 種 ノ無 機 還 元 物 質 ノ 實験 的 結 核 二 乃 ボ ス影 響

二就 テ

柳1深1廉、(玉誕験 略 尋轟剰甦藷芯"4SJ20イ誉、㌶㌧6駒兜,II召ii・lll1S1亀)

1928年 以 來 、 青 木 氏 等 ノ實験 二 」 リ、1フ エ ニー'"7t/b

ヒ ドラチ ン」ヲ初 メ、}ヒ ドうチ ン11誘導 髄 が 賀1瞼的 艀1

核 病 愛 形 成 ヲ阻 止 ス,レ作 川 ・γ;レ ヲ瞭 明 サ レ、次 イデ

19341r、 佐 藤 、 安 藤 剛 氏 ∴ ヨ リ酸 化 還 元 電 位 ノーt程

度 以 下 二低 キ モ ノ、t!11チNil《・blu⊂・,Endigo・di・sulphoni('

Potassium,Neutralred,Safranin二 於 テ、 結 核 病 塑

形 成 阻 止 作 用 ノ著 明 ナ ル 」 トが報 告 セ ラ レタ ノデ、著

者 ハ是 等 結 核 病 憂 形 成 阯 止 作 用 ノア ル 桑物 ヲ 通 観 シ

テ、何 レモ或 ル程 度 ノ還 元 作 用 ノア ♪レノ ニ氣 付 キ、 結

核 病 墾 形 戊 阻止 作 川 ト桑物 ノ 還 元 作 用 トハ何 力闘係

弄 ア ル ノデ ノ・ナ イ カ ト考 ヘ タ ノデ、極 メ テ化 學 的構 造

ノ簡 箪 ナ無 機 還 元 物 質8種 、Cllチ 鞭 化第 一餓 、唖 化 第

一 マ ンが ン」
、 臨 化 第 一 錫 、 「チ オ」硫 酸 曹 蓮 、 硫化

「ナ トリ ウム」
、 亜 硝 酸 曹達 、 硫 黄 「コ ロ イ ド」、 鐵 「コ

ロイ ト」及 ビ銅 「コ ロイ ド」ヲ選 ビ、 是 等 ノ實 験 的結 核

二 及 ボ ス影 響 ヲ明 力ニ セ ン ト シタ。

豫 メ實 験 動 物 海 狸 二封 スル上 記 ・藥 物 ノ毒 力 ヲ検 シ、

ソ ノ使 用 量 ヲ決 定 シタ後 、 一一ee物ニ ッ キ80頭 宛 ノ海

猿 ヲ使 用 シテ、結 核 感 染 量 ト薬 物 注射 開始 期 トニ注 意

ジテ、結 核 病 愛 形 成 二如 何 二作 川 ス ノレカ ヲ海 狸 ヲ感 染

10週 後 解 剖 ンテ カ ラ封 照1・比 較 槻 察 シテ 列 定 シタ モ

ノデ アノレ。

實 験 ノ結 果 次 ノ如 キ結 論 二達 シ7。

(1)「 チ オ」硫 酸曹 達 ・・結 核 感 染 度 、叉 ・・藥 物 注 射 開始

期 ト・・無 關係 二結 核 病 墾 形 成 ヲ著 シク阻 止 ス ル。

(2)盤 化第 一鐵 、 硫 黄 「コ ロ イ ド」、鐵 「コ ロ イ ト」及 ビ

銅 「コ ロ イ ド」モ 明 カ ニ結 核 病 攣 形 成 ヲ阻 止 ス ル が、是

等 ノ モ ノ ・結 核病 攣 阻止 作 用 ハ結 核 感 染 度 ト 藥 物 使

用 法 トニ密 接 ナ關係 が アル様 デ ア ノレ。

(3)盤 化 第 一 「マ ンカ㌧ 」、硫 化 「ナ トリ ウ ム」及 ビ亜 硝

酸曹 達 ・・結 核病 攣形 成 ヲ著 シク促 進 ス ノレ。

(4)璽 化第 一錫 ハ 結 核 病 攣形 成 二 何 等影 響iヲ及trサ

ナ イ。 ピ傳 研 柳 澤 抄)

「ス ペ ク トル
、ア クチ ノメ ー タ ー」(Spektral・Akti・

nometerSystem『,二 依 ル 日光 紫外 線 量 測 定法 二

就 イテ

泉 仙 助 、 田 中塑 、(日 新 慰 學 第 二 十 四 年 、第 六號 、第

録 【第14巻

二八 四thb)

近 時 紫 外 線 二射 スル研 究Il二 旺 ン トナ リテ、其 質 的研

究 ハ既 二幾 多 ノ學 老 ニ ヨ リテ 精 細 二研 究 セ ラ レタ リ、

然 シ共 樋 的開 係 二 至 リテ ハ 未 グ充 分 ナ ラザ リ ヴカ『著

者 郷 ノ・掲 逸 ゲ 、チ ンゲ ンWilh.Lambrecht伽 土製 躍,

ナ,レ「スベ ク トラル,ア ク チ ノメ ー タ ー」ヲ使 川 γテ 日

光 紫 外 線 徽 ノ測 定 ヲ行 ピ タ リ。

4;測 定 法 二依'レll,?…300"av・ ヨ リ720陣 二波 ノレ・"7)・く

〃1・'レム」範 閲 ノ光 線 エ ヰ1t/ギ ーJヲ 正確 二摘 出 シテ

測 定 ン得 ル モ ノニ シテ 共測 定 結 梁 ハ 正確 ニ ンテ 充分

信 櫨 スル ニ足 ノレモ ノナ'レモ、其 器 械 ノ構 逝 装 置極 メ テ

精 密 且 ツ複 雑 ナ ル爲 メ共 操 作 困難 ナ リ、俵 リテ 著者 等

・・本 襲 置 ノ原 理 、構 泣 及 ビ共測 定 式 ノ大 略 雌 ビ ニ其纒

験 二依 リテ得 タ'レ使 川 上 ノ 注 意 等 二就 キ テ蓮 ベ ラ レ

タ リ。(東 京 市療 小林 抄)

無機 燐 中 間 代 謝=於 ケ ル 肺 ノ窟 義 二 就 テ 篁 一報)

正 常態 二 關 ス ル研 究

片 山信 、(日 新 署學 、 第 二 十 四年 、第 六 號 、第 二八 四

肋

著 者 ノ・動物 ノ呼 吸 ヲ正 常 態 二 置 キテ 胸 腔 ヲ開 〃コ ト

ナ シニ右 心 、及 ビ左 心 ヨ リ注 射 針 ヲ以 テ 同 時 二雨心 血

ヲ別 々二探取 シ、雨 血 液 ノ無 機 燐 含有 ノ關 係 ヲ比 較 桧
●

査 シ左 ノ結論 ヲ得 タリ。

1.正 常態二於テ肺ハ無機燐 ヲ産生 シ、之 レヲ血液二

供給 ス。

2.肺 ノ此正常的機能・・樋食後藪時間二於テモ亦空腹

ノ状態 二於テモ略1同 襟 ノ關係ニアリ。

3.肺 ・・正常態二於テ同時二血液中ノ有機的結合燐 ヲ

消費若 シクノ・分解ス。而 シテ肺ニヨリテ産生サレテ血

液 二供給サ レル「無機燐ノ量・・肺ニヨリテ消費、若 シク

ノ・分解セラル・血液有機燐ノ量二比 シ著 シク少ナゾ

4.要 之肺・・正常態二於 テ無機燐中間代謝ノ上二注目

ス可キ意義 ヲ有 ス。(東 京市療 小林抄)

無機燐中間代謝二於ケル肺ノ意義二就テ(第=報

二、三異常態二關スル研究

片山信、(日 新署學、第二十四年、第十號、第二入入

珊)

著 者・・先キニ正常態二關スル研究 ヲ壁表 セジが第二

報二於テノ・異常態二關スル研究、帥チ、(1)燐 酸唖注

射 ニヨル過燐血 ノ場合、(2)「 レチチン」注射ニヨル過

「レチチ ン
」血ノ場合、(3)磯 餓 ノ場合、(4)實 験的酸

毒症 ノ場合、(5)甲 状腺機能異常 ノ場合等二於テ實験
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ジ肺 ノ無 機 燐 中間 代 謝 機 能 ノ 關係 ヲ 検 査 シ左 ・結 論

ヲ得 タ リ。

(1)憐 酸 唖 輸 入 ニ ヨlv過 燐 血 ノ場 合 ニハ 岬 脈 内注 射

二於 テモ亦 腹 腔 内注 射 二1於 テ モ 肺 ハ 血 液 無 機 燐 ヲ消

費若 ク・・抑 留 ス。

(2)「 レチ チ ン」輸 入 二俵 ル 過 「レ千チ 》」血 ノ場 含 二

・・「ヤ ノー,レ」或 ハ 「レ千 千 ・」乳 剤 軌 レ ヲ使 用 ス'レモ、

叉静 脈 内注 射或 ・・腹 腔 内 注 射 軌 レニ ア リテ モ肺 ハ正

常態 二比 シ多量 ノ無機 燐 ヲ産 生 シ之 レ ヲ血 液 二與 フ。

(3)儀 餓 進 行 ノ状 態 二 於 テ ハ 肺 ハ血 液 無機 燐 ヲ消 費

若 ク・・抑 留 ス。

(4)實 験 的 酸毒 症 ・場 合 一 於 子 モ 亦 肺 ・・血 液 無 機 燐

ヲ清 費若 クノ・抑 留 ス。

(5)甲 状 腺 質 振 食 試験 ニ ア リテ・・肺 ノ 無 機 燐 産 生 機

能 力●略 ミ正 常 二保 タル ・ガ 甲状 腺 別 出 ノ 場 合 ニノ・正

常時 ト反 封 二肺 ハ 血液 無機 燐 ヲ消 費 若 クハ 抑留 ス。

(6)無 機 燐 中間 代 謝 二於 ケlv肺 ノ 正 常 的 機 能 ナ ル無

機燐 産生 機 能 ノ・饅 要約 ノ 愛 化 ニ ヨ リテ 夫 種々 々二影

響 サル。(東 京 市療 小林 抄)

結 核 性 疾 患 卜姿 質 二關 ス ル 研 究

特 二 胸 部「レン トゲ ン」所 見 卜諸 家 ノ榮 養蛇 二 饅格

指 藪 トノ關係 二就 テ

村上 賢三(東 京 署事 新 報Nr.2964、 昭和 十 一年 一 月 十

一 日登 行)

著者 ・・從 來 諸 家 ノ榮 養 並 ビ ニ饅 格 指 籔 ヲ列 墨 シ、是 等

指数 ノ得 失 ヲ論 ジ、著 者 自身 考案 シタ胸 廓 ノ直径 ヲ用

ヒタ指 数 ヲ上 記 諸家 ノ指 数 ト併 用 、外 見上 健 康 ト認 メ

ラVJtZ金 澤 市 内某 女 學 校 生 徒367名 ノ 胸 部 「vソ トゲ

ソ」鳥 眞 ノ結 果 ノ關 係 ヲ比 較 研 究 シテ ヰ ル。 本 論 文 二

・・多籔 ノ表 及 ビ指 数 ノ式 ガ列 學 サ レテ ヰ ル。尚 著 者 ・・

結 論 トシテ 從 來 ノ如 何 ナ ル 指 鍛 即 チ 身 髄 外 部 ノ測 定

ニ ヨ リ、内部 二結 核 性 病 愛 ア ル モ ノ ヲ充 分 選 ブ事 ノ・至

難 ノ事 デ ア]レ ト云 ツ テ ヰ ル。著 者 自易 考 案 シタ指 鍛 ・・

諸 家 ノ指 数 ヨ リ、債 値 ア ル モ ノ ト思 ワ レル結 果 カ ラ シ

テ、 今 後實 際 二使 用 サ レ ン事 ヲ希 望 シ テ ヰ ル。

(東 京 市 療 隈 部 抄)

「ア レル ギ ー
」ト攣 調 療 法

大里 俊吾(東 京 署 事i新誌No。2965.1936.)

著 者・・「ア レル ギ ー」ナ ル言 葉 及 ビ 例 ヲ學 ゲ テ設 明 シ、

何 レニ シテ モ 「ア レル ギ ー」ノ・「ア ナ フイ ラ キ シ イ」、「イ

デ イオ ジ ソク ラ ジー」等 ヲ包 括 シタ 最 モ廣 イ意義 ヲ有

スル ト考 ヘ テ ヨ イ ト述 べ「ア レル ギ ー」ノ起 ル場 所 及 ビ
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Alle・9・n(.「アVJtZギ ー 」1・ua質、 「アv2レ ギ ー」性 疾 患

及 ビ「ア レル ギー」性疾 患 ノ治療 ヲ細 カニ述 べ テ ヰ ル。

(東 京 市療 川 上 抄)

「ア レル ギ ー 」性 疾 患(二)

=三澤 敬 義
、柞 原 貞夫(東 京 馨 事 新 誌No.2965.1936)

著 者'・「ア しル ギ ー」性 刊腸 障 碍 ノー 、ニ ノ實 験 例 ヲ違

ベ ソ ノ診1噺 ノ必 嬰 ナ ル コ トノ・i欠ノ如 ン ト。

(1)患 者 が現 在 胃腸 障 碍 ノ外 何 力他 ノ「ア レlvギ ー 性

疾 患 ヲ 有 ス'レ力 否 力、 亦 既 往 症 亦 ハ ソ ノ 家 族 中 ニ モ

「ア レル ギ ー」性疾 患 例 ヘ パ蔀 麻 疹 、叉 ・・氣 管 枝 性 喘 忠、

ク イ ンケ氏浮 腫 等 が ア ル 力否 ヤ ヲ ヨク問 診 ス ル。 「ア

レ;レギー 」性 疾 患 ・・ヨ ク遺 傳 ス ル モ ノ デ ア ル カ ラ患 者

ノ父 母亦 ハ 子孫 二屡 ζ「ア レル ギー 」性 疾 患 ノー 、ニ ガ

認 メ ラ レル事 が多 イ。

(2)「 ア レル ギー」性 胃腸 障 碍 ノ 場 合 二 見 ラ2レ ・疾 痛

ヤ、 「ス パ ス ムス」ハ 「ア ドレナ リソ」叉 ノ・「エ フ エ ドリ
　

ソ」ノ投 與 ニ ゴ ッ テ直 チ ニ 輕 快 ス ル コ トノ・他 ノ 刊腸 疾

患 ノ疾 痛 ト異 ル所 デ ア ル。 一 般 二「ア ドレ ナ リ ン:、叉

ハ 「エ フエ ドリ ン」等 ・'「ア レル ギー 」性症 状 ニ ヨ ク奏

敷 ス ル モ ノ デ 例 ヘ パ「ア レル ギー」性 毒 麻 疹 モ「ア ドレ

ナ リノ」ニ ヨ リソ ノ扁李 疹 ノ清 失 ト療 痒 病 ノ輕 快 ヲ見

ル ノノ・吾 々 ノ常 二経 験 ス ル 所 デ ア ル。

(3)此 ノ「ア レル ギ ー」性 胃腸 障碍 ノ・ソ レ迄 、全 ク異 常

ノナ イ 胃腸 が突 然 急 劇 二 號 病 ス ル モ ノデ ア ッ テ稀 ニ

ノ・時 々周 期 的 號 病 ス ル コ トモ ア ル が、 ソノ場合 モ ソノ

中間 期 ニ ノ・胃腸 二何 等 ノ異 常 ヲモ認 メ ナ イ、ソ シテ ゾ

ノ胃腸 障 碍 モ ー 般 ニ ソ ノ期 間 が 非 常 二 短 力 イノ が常

デ ア ル。

亦 患 者 ・・登 作 時 二 ・・ソ ノ症 状 が 比 較 的激 ジイ ニ モ拘

ラ ズ患 者 ノ榮 養 状 態 ハ可 良 ナ コ トが 多 イ、 ソ シテ ソ 声

患 者 ノ・ソ ノ症 状 ガ 去 ル ト急 速 二 輕 快 シテ全 ク正 常 ト

ナ ル。

(4)「 ア レノレギー 」性 糊 易障 碍 ノ場 合 ニ ノ・、ソ ノ胃液 叉

ノ・糞便 中 二「エ オ ジ ソ」嗜 好 細 胞 が多 数 認 メ ラノレ。

(5)「 アv)レ ギ ー」性 疾 患 二於 テ ・・多 ク ノ場 含「エ オ ジ

ソ」嗜 好 細 胞 過 多 症 が認 メ ラ レ叉 赤 血球 沈 降 速度 ・・登

作 時 ニ ノ・多 少 促 進 ス ル コ トモ ア ノレガ 登 作 ノ ナ イ時 ニ

ノ・殆 ン ド正 常 デ ア ル ト述 べ テ ヰ ノレ。

(乗 京 市療 川 上 抄'

人 型 結 核 菌 膿 及 其 ノ培 養 濾 液 ヨ リ 化 學 的 純 檸 二

抽 出 シ 得 タル「ツ ベ ル ク リ ン」檬 特 異 的 皮 虐 及 雁 ヲ

有 ス ル 「ア ル デ ヒー ド」ノ研 究
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(第 一報)骸 「ア ル デ ヒ 馴 ド」ノ分 離精 製 二就 キ テ

槽 谷伊 佐 久(東 京 塒 、1噺誌N`,.2967.1936)

筈 κ ハ本 物 質 が化學 的 二1笹 ・ナ リヤ、 或 ・・他 ノ1ノ'ル

デ ヒ ー ド」トノ混 含 ナ リヤ否 ヤ ノ12tJuaフ1旺石往二 決 シiニセ

}ト セ バ實 二分 側1弐1瞼 ヲ施 行 スル ノ必 要 γ リ ト撒 モ、

ソ ノAldimedion融}鷲li'」 ・常 二、 略1・ 定=シ テ、 」Llりj

劃 ナ ル硫 ヲ小 ス1∬ ハ、4x物 質 ノ1顎 ・`性ヲ"/A,登ス ル有JJ

ナ ル根 櫨 ノ1ト ぼ ノ・ノ得 ベ シ。亦次 二 乍物 質 が結 核 菌

ノ新 陳 代 謝 物 質 二 非 ズ シテ1・ ソノf∫賑成 分 ノ1ナ ル

ヤ 否 ヤ ノ列 定 ハ撒IEナ ル壮ヒ列 的s71JV」ヨ リ シテ、極 ノテ

困 難 ナ ル問 題 ナ リ,何 故 ナ レバAniSiildehydノ 如 キ

Benzaldehyd誘 導 肥 ノ・之 亦1租iノ 芳 香 ヲ イ∫ス ル モ ノ

ナ ル モ、之 力「厩 二酵 母 ・新 陳 代 謝物 質 巾 二詑 明 セ ラ レ

タ,レacli献ア,レヲ見 レバ、假 二Anisaldehydヲ 除 外 ・:,111一

タ リ トス ル モ、伺此'物 質 が代 謝 産物 タ ル 訂否 定 ス ル

ニ足'レ積 極 的謹 明 タ ル能 ハ ザ)レ ヲ以 テナ リ、 タ ・'コノ

物 質 が結 核 菌 ノ瑠 養 濾液 ヨ リモ 菌盟 自功 ヨ リ 大 量 二

分離 セ ラ ル ・テ フ事 實 ノ・、本物 質 が代 謝 産物 ト云 ハ ソ

ヨ リノ・ム シロ結 核 菌 ソ レ臼均 ノ 生活 機 構 二 更 ニ ヨ リ

密 接 ナ ル關係 二立 ッ可 キ ヲ推 定 セ シム'レ ・ミ。更 二純

化學 的 立 場 ヨ リ シテ コ ノ物 質 が 全 然 從來 ノ 女 厭 二見

ザ ル化 合 物 ナ リヤ 否 ヤ ヲ 奮でノ・ソ ト ス,レ如 キ ノ・凡 テ今

後 ノ異 ル方 面 ヨ リス ル 免 疫 的 追 求 並 一 慣 重 ナ ル元 素

分 析 ノ結 果 二待 ツベ キ ナ リ。遮 莫 爾 結 核 菌 髄 及 ソ ノ培

養濾 液 ヨ リ、カ ・ル特 異 的皮 膚 反 胞1ヲ有 ス ル物 質 ヲ比

較 的簡 軍 ナ リ ト推 定 サ ル ・「ア ル デ ヒー ト」トシ 抽 出

シ符 タ ノレ事 實 ノ・正 ニ ー一新 知 見 ト云 フ可 〃、 亦 以 テ 菅

原、 青 山氏 等 二依 ッテ報 告 セ ラ レタ ル所 謂 「ツ ベ ル ク

リ ソ」様 皮 膚 反 慮 ヲ呈 ス ノレ結 核 菌 及 其 ノ培 養 濾 液 ノ蒸

鑑 性物 質 圭 要成 分 ノ 本態 ヲ 精 ζ瞭 ラ カニ セ ル モ ノ ト

云 フ得 ベ キ カ。

爾 此 ノ物 質 ノ皮 膚 反 慮 ノ弧 サ トρ1「ッ ベ ル 〃 リ ン」ノ夫

ト ノ比 較 二就 テ此塵 ニー言 ス レ・ミ、培 養 濾 液 ヨ リ得 タ

ル物 質 ノ牧 量 、並 ニ コ ノ物 質 ヲー定 ノ濃 度 二溶 解 セ ノレ

場 合 ノ皮 膚 反 晦 強 度 ヨ リ算定 ス ル ニ彼 ノ蕉 「ッ ベ ル ク

リ ソ」製 造 ・ 際 二於 ケノレ濃 縮操 作 ノ 間 二 於 テ 原 培 養

濾 液 中 二存 在 セ ル コ ノ物 質 が 濃 縮 ノ 前 後 二於 テ 終 始

何 等 ノ扱 失 無 力 リシ モ ノ ト假 定 ス ノレモ、此 ノ物 質 ニ ヨ

ル反 慮 ・・落「ツベ ル ク リ ン」ノ反 磨 弓邑度 全饅 ノ僅 力 ニー

萬 分 ノー ヲ代 表 ス ル ニ過 ギ ズ。サ レバ コ ノ物 質 が遊 離

ノ状 態 二於 テ「ソ ベ ル ク リ ソ」反 磨 二關 與 ス ル役 割 ・・極

メ テ小 ナ リ ト云 フ ヲ以 テ 委 當 トス ベ シ。然 リ ト錐 本「ア
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ノレデ ヒーVJ・ 濃度 ヲ適 當 二 〃 ・・ソ ・反 慰 ・・著 シ ク

特 爽的 ニ シテ、 彼 ノLandsteinerノ 提 喝 ス ルChemoe

sp`・zifitatノ 立場 二於 ケ ルHapte的 意 義 二於 乳 若 シ

ノい,レ 研 究 が1ッ ペIVク リ ソJ皮 膚 反 晦 物 質 ノ或 ル モ

・ ・化學 的 特 異 的 構 造 ノIM明 二 向 ツテー・一ツ ノ光 ヲ投

ゲ ノレモ ・ トセ ・《,ソ 乙 α義 ヤ藍 シ鰐 キ モ ノ ニ非 ザル 可

シr,'Jレ 等 ・ltSj題・鞍 行 中 ・研 究 二 魯 リ瞭 カ ニセ ソ事

ヲ期 ス ト。(東 京 市療 川 上抄)

人 型 結 核 薗 艘 及 ピ 其 ノ 培 養濾 液 ヨ リ分 離 シ得 タ

ル1.A夏de』ydノ 研 究 。 骸Aldehydノ 化 學 構

造 二 就 テ

糟 谷 伊 佐 久(北 研)(東 京屠 事 新 誌2971ノ

著 拓 ・・Pt;一人 型 結 核 菌髄 ・ ん ・(・ton抽出 液 蛇 ビ ニ其

ノ菌 ノ培 養 漉 液 カ ラ 全 然 無 加 撚 的 操 作 二依 リ1種 ノ

Aldehydヲ 抽 出 シ、之 がTuberkulin襟 ・皮 膚 反 脛iヲ

有 ス ル コ ト及 ビ其 化 學 的性 状 ヲ瞭 ニ セ リ。

今 同 ・・コ ノAldimendon二 就 テ 検 索 シコ ノ物 質 ガ

n夢Hydroxy-buthylaldehyd(Aldo1)ニ ー 致 ス,レコ トヲ

獲 見 セ リ。(東 京 市療 大 田抄)

渡 邊 結 核 酋 ワ クチ ン」ノ臨 淋的 實 験

原 澤 仁 齋(同 上誌)

渡 邊 氏結 核 菌 「ワ ク チ ン」ノ・即 チ 「エ リ トロヂ ン」加 「サ

ボ ニ ン」無 蛋 白培 地 二號 育 シ タ平 等 培 養結 核 菌饅 ト「エ

リ トロ ヂ ン」加 無蛋 白培 地 二結 核 菌 ヲ培 養 シタ 其 培 養

濾 液 ト ヲ混 ジ ター 種 ノ 「ワク チ ン」デ ア ルが之 ヲ28例

ノ結 核 患 者 二磨 用 シ、其 ノ治 療 成 接 ヲ述 べテ ヰ ル。 注

射 ノ・皮 下 二 行 ヒ、 注 射 量 ノ・0.05ヨ リ 初 メ 之 二 〇.05

宛 塘 加 ス ル、然 シ逐 時 的 二 培 量 セ ズ患 者 ・反 庶状 態 ヲ

考濾 シテ同 量 ヲ籔 同 纏 績 シ、叉 時 ニノ・ム シロ減 量 ス ル

コbモ ア ル、間 隔 ノ・1週 間 デ ア]L・')'4日 位 ノ コ トモ ア

リ10日 位 二延 シタ コ トモ アJV、 敷 果 ノ・肺 門腺 結 核 及

ビ肺 尖結 核 症 二最 モ良 ク、大 饅 堆 殖 型 肺 結核 デ ー肺 葉

一 カ ギ ラ レタ病 竈 ノ モ ノガ良 好 デ ア ツ 潔。

叉1例 ・増 殖 型 空 洞 性 肺 結 核 症 二 就 テ モ 良好 結 果 ヲ

得 タ が量 ヲ塘 ス ト喀 血 ノ傾 向 ガ ア ツタ。重 症 ノ モ ノニ

・・2、3試 ミタ が反 慮 著 シク、 中止 シタ。 叉2例 ・・増

量 ト共 二肋 膜 炎 ヲ併 登 シタ。

主 ト シテ注 目ス可 キ ノ・禮 重 塘 加、赤沈 速 度 良 好、「ソ」反

胞iま曾強 、即 チ 「ツ」反 晦 陰性 者 モ 「ワ ク チ ン」注 射 二依 ツ

テ陽 性 ニ ナ リ得 ル。 注 射 部位 ノ化 膿 ハ1例 モ ナイ。本

「ワ〃 千 ン」・・或 程 度 ノ 病 竈 及 ビ 全 身 反 膳 ヲ起 ス モ他

・「ワク チ ソ」叉 ハ「ツ ベ ル ク リ ン」二比 ス レバ 遙 カニ
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少 イ。然 シテ著 者 ハ 本 「リ ワ千}J療 法 ヲ免 疫 療 法 テ ア

ル ト同時 ニー 種 ・刺 戟療 法 デ ア ル ト見倣 シテ帰 ル。

(東 京 市 療 太 田抄)

「ツ ベ ル ク リン」ノ研 究 第二 報 、

『ツ ベ ル ク リン 製 剤 中二 存 ス ル 化 學的 並 二生 物

學的 二性 状 ヲ異 ニ ス ル 二 皮 盧 五 晒 物 質 二就 テ

糟 谷伊 佐 久k北 研 〉、(東 京 讐 事 新 誌 、2973。)

結 核菌 ノ聚落 型 態 ノ差 異S.R・ ノ之 し二俵 ル、2種 ノ

「ツベ,レク リ ・'」ノ皮 膚 反庶 状 態 ・差 異 二 就 テ ・・著 者

ガ前 二記 蓮va、 今 回 ハS.R.混 合 培 養 濾 液 カラ瞭 カ

ニ化學 的 ニ モ 生 物學 的 ニ モ 相 異,レ 皮膚 反 懸 物 質 ヲ分

劃 シ、之b'S.R.雨"ツ ベ ルn1)・ 」ノ 圭 要 成 分 ヲi

スコ トヲ推 定 ス ベ キ根 櫨 弓得 贋 リ ト云 フ、人型 結 核 菌

Frankfurt株Sauton培 地8週 間 培 養100℃1時 間 滅

菌 ソ ノ濾 液 ヨ リ雨 物 質 ヲ分 睡 セ リ1ヲaト シ2ヲ:5ト

稻 シテ 居 ・レ。

然 シテ コ ノ ニ及 多物 質 ノ 化 學 的 生 物 學 的性 状 、 殊 二

皮 宙反 懸状 態 ヲ 異 ニ ス ル コ ト述 べ テ 居 ル。 叉 属ヲ

Kustner氏 ノ所 謂Hautstoff二 捧ヲTodestoff二 該

富 ス ル ト考 ヘ ル(海 猿 實 験 二俵 ル)。

叉zノ ・Haemo910binト 卵 白Albuminト ノ中間 二位 ス

1レ比 較 的大 キ ナ分 子 ヲ有 ス ル ト推 定 サ レ、Polysacch .

aride性 物 質 デ ア ル、恐 ラク ノ・結 核 菌 饅 二 由 來 ス ル第

一 次有 毒 物 質 デ ア ラ ウ、之 が皮 膚反 磨 ・・未 感 染 者 ガ之

二封 シテ感 受 性 ヲ意 味 ス ル モ ノ ト考 ヘ ル。

βノ・protamin叉 ・・夫 レ以 下 ノ小 分 子 ト考 フ ルAlbuπ ト

osePolypeptide檬 物 質 デ ア'レ、 之 ・・第 二 次 的産 生物

質 デア ル、之 ガ即 「ツ ベ,レク リ・、 ア レル ギー」ヲ指 示

ス ルモ ノ ト考 ヘ ル。(東 京 市療 太 田 抄)

新 潟 縣 西 頸 城郡 今井 村 二 於 ケ ル 嵜 生 姦 分布 状 態

特 二 肺 一ヂ ス トマ 」二就 テ

伊 藤 辰治(i新 潟 馨 大)、(東 京 醤 事 新 誌2974.,

同村 ハ大 正7年 川 村 麟 也 教 授 等 二 依 ソ テ 肺 二 口鎧 ノ

ー新 登生 地 トシテ紹 介 サ レ
、其 後 度 々住 民 ノ徳 生 思 想

鼓吹 及 ビ検 査 ガ ナ サ レタ ノ デ ア ル ガい 爾 來10ケ 年 ヲ

舞 タ今 日本 症 ノ蔓 廷 ノ 跡 ヲ辿 ル 目的 デ 検 査 ガ行 ・・レ

タモ ノデ ア ルo

其 結 果 、 同村 二於 テ捕 獲 サ レタ澤 蟹80匹 二就 テ検 査

スル ニ、 其10%二 定型 的肺 「ヂスbマ 」被 胞 幼 轟 ノ寄

生 ヲ謹 明 シヌ.

叉 、近 時 澤 蟹 ヲ生 食 ス ル モ ノ ・跡 ヲ絶 千新 患 者 費 生 ノ・

1名 モ ナ ク當 時 ヲ偲 プ2名 ノ患 者 ア ・レノ ミ。
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其 地 一・般 寄 生轟 分 布 状 態 ハIll村 二 ・・蜘 幽 卵 保k'K一 多

ワ海 邊 二・・東 洋 毛様 線 幽 が蔓延 ス ル 、之 ヲ以 テ 見,レ ニ

蜘 描 ト東洋 毛標 線 姫 トハ 共量 育條 件 二 圧二 相 容 レ ヌ.

何 蕎 力 ・存 ス'レ」 トヲ想像 セ シム ♪レ。

(東 京fli療 太 田 抄 ♪

ls・Hydroxy・n・butylaldehyd皮 虐 笈 感 ノ 特 異 性殊

二其 結 核 感 染 トノ關 係 二就 テ

糟 谷 伊 佐 久(北 研)、 河 邊 秀 雄r聖 路 加)、(東 京屠 事 新

誌 、No.298cJ'〉

糟 谷 ハ前 二 結 核 菌 培 養 濾 液及 菌胎 カ ラー種 ノ「ツ・:Jレ

〃 リ ン」皮 膚 反馳19呈 ス ルAldehydヲ 抽 出 ソ、コ ノ構

造 がAldo1碓H}droxy-n・butylaldehyd)ニ ー 致 ス,レコ1・

ヲ報 告 シタ が、 此Aldolト 前 二報 告 シタ 偶及 ビ βナ

,レ「ツベ'・ ク リン」様 分 質 ト'比 較 ヲ 尺膿 反 鷹 二於 テ行

ツ タo

被 楡 査 者 ノ・健 康 者 デ「ソ ベ,レ ワ リ ン」反 磨 陽性 者、 及 陰

性 者結 核 患 者 デ 急 性 進 行 性 ナ モ ・慢 性 停 止 性 ・モ ノ

・四群 デ ア'レ
。

尚Aldol・ ・含成 「Aldol,Eastman」 ヲ 重 亜硫 酸曹 達 虎

置 二依 ツ テ 精 製 シ純Aldol刃1!}1110Molノ 生理 的

食 腫水 二溶 解 シ用 時之 ヲ10倍 二 ・:,、ユ試験 液 ・・g.05

mglccm、 β試 験 液 ・・0.001mglccmbシ テ前 腰 皮 内 二

5cm・ 間 隔 ヲ置 イ テ0.1ccm宛 注 射 シタ 、 其結 果 ・・

Aldol反 唯 陽 性 者 ・・「ソ ベ ル ワ リ ン」β陽 性 者 中 二登 見

セ ラ ル ・モ、β反 晦 ノ強 度 ト・・一 致 雫 行 七 ズ、健 康 者 、

或 ハ慢 性 停 止 型 患 者 二 於 テ ハ β反 癒 ・・時 二著 シ'{モ

ノザ ア ツ テ モAldol反 磨 ・・陰性 デ ア ソ タ、 特 二急 性

進 行 型 ・患 者 ニ ノ ミ 就 中 肋 膜 炎 ノ 合併 ノ者 二 陽性 二

現 ハ レタ。

Aldol反 懸 ノ時 間 的 曲線 ・・皮 内 注 射 後1-2時 間存 ス

'レ貧 血 性 丘 疹 ・・非 特 異 的(Aldehyd基CHC-一 ノ刺 戟

作 用 二依 ル)・ モ ・子 ア ソ テ 第 一一期 反 堕.ト爲 スベ ク、

6-10時 間 二表 ノ・レ,レ第 二 期 反 臨 ノ登 赤 ノ・第 三 期 反 鷹

ト共 二Aldol二 特 異 デ ア ル カ'第 三 期 反 鷹 ト異 ル所 ノ・

一過 性 ナ鐵 デ ア ル、郎 爲 反 慮 叉 ハ最 弱 反磨 ト認 メ ラ レ

,レ。 第 三 期 反 懸 ハ30時 間 以 後 二現 ・・レノレ比 較 的 永{

性 ノ登 赤 デ ア ツテ 固 有 ノ陽 性 反 磨 デ ア ル。

Aldo1二 依7レ陽 性 皮庸 反 慮 ・・CH3CH-(OH♪ ・CH,一

根 ・化學 的 特 異 性 二基 ク モ ・ ト思 惟 セ ラ ・ル。

(東 京 市 療 太 田抄)

肺 結 核 ノ特 殊 藥 物 療 法

有 馬英 二 東京1警事 斬誌 、 第60年 、 第2976號)
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者 者 ハ1930年 北 大 鮎 川助 敢 授=tSリ テ創 製 セ 「7レタ

「チ モ ー㌔ 一・ゲ ・」(Thymophogen)ノ 勘 物 實嚇 及 ヒ●川f系lti

核 患 者 二慮 川 シタ成 績 二就 テ報 告 シテ ヰル。即 チ動 物

賓 験 デ ハ強 毒ソ 人 型 結 核 俸iヲifi接 康 兎 一il三射crテ 感

染 セ シ メ、之 レ ニ「チ」ヲ艀lllorテ,寸 照 家 兎 ノ肺 所 見 ト

比 較 シタ。 ソ ノ結 果 ・・、大凧 ノ結 核 菌 ヲ川 ヒ タ鋤 合 二

'・實験 肋 物 卜封 照動 物 ト ノ肺 ・結 核 病 驚 ノ所 見 一ハ

大 ナ'レ相 違 ヲ認 メ ヌ が、少lftノ 結 核 菌 ヲJISヒ タ家 兎 ノ

肺結 核 ニ ハ明 ラカ ニ 川1組織 内 ニテ 殺 菌 作 川 がイ∫ル梯

二瓜 ハ レ'レ。而 シ樹 照 動物 二於 イ テ モ カ ・ル場 合 二納

核 二感 染 シナ イモ ノ モイ∫ル嬬 孔 此 ノ箕 囎結 果 ノ列 噺

ニノ・注 意 ヲ要 ス ル ト言 ッテ ヰ ル。

叉 肺 結 核 患 者 二於 ケ ル實 験 デ ノ・「チ」ヲ78名 二封 シテ

施 行 シテ、1ケ 月乃 至1.5年 以 上 ノ期 間 二及 ビ、 最 初

1回0,1瓦 乃 至0.2瓦 ノ琶 ヲ刑 ヒ テ逐 次 増{且1ニジテ1.6

瓦 迄 川 ヒ、 之 ヲ蒸 倒 水10-20瓦 二溶 解 シテ静 脈 注 射

トシテ施 行 シタ。

ソ ノ成 績 トシテ ノ、、

(1)レ ソ トゲ ン所 見 デ ・・肺 ノ 結 核 病 竈 ノ吸 牧 ヲ促 シ。

(2)喀 疾 中 ノ結 核 菌 ・・減 少 叉 ・・消 失 シ、喀 疲 量 ・・減 少

シ、 共 ノ性 状 ・・良 好 トナ ル。

(3)精 祠1ヲ鎭 静 シ安 眠 ヲ得 、同時 二食 慾 ・・堆 進 シ髄 重

堆加 ヲ來 ス。

(4)赤 血 球 沈 降 速 度 ・遅 延 モ 多倣 例 二於 イ テ認 メ ラ

♪レ。

(5)胸 部理學的症候二及ボス影響・・、自畳的輕快 ヲ認

メタルモノニテ蝿音 ノ減少匂 レモノアレ共、濁音界ノ

縮小ハ認メラレナイ。

(6)如 何 ナル病型二好果アリヤ否ヤ・・未ダ決定シ難

イが、結節性及 ビ乾酪性繊維性結核ニノ・数果アルガ如

ク、叉浸潤性 ノモノニノ・良作用 ヲ及ポシ、廣汎性滲出

性結核、血行性播種性結核、腸結核二・・作用ガ認メラ

レナイ。

尚此 ノ注射ニノ・副作用 が殆 ンドナイカラ共 ノ鮎デ・・

金製刺ヨリ優ル ト言ツテヰル。

又肺結核以外 ノ結核ニモ有数ナルヤ否ヤ・・目下研究

中デアル ト言ソテヰル。(東 京市療 伊藤抄)

抗 酸性菌 ノ酵素二關 スル 研究知見補遣。抗酸性

菌ノ研究(其 ノ六)

戸 田忠雄、占部薫(東 京署事新誌、No.2981.II召 和11

録 【第14巻

SlisJl)

著 κ ハrl然 界 二 廣 ク 分 布 スIV所 謂 非 病 原 性 抗 酸 性 菌

・分 類 二資 セ ソ が爲 二各 種 ・ 生物 學 的 性欺 ヲ 樵 索 ン

テ」,1;・2tZ"'此露 デ ハ,1,「 イ ン ドー ル 」反 脇 、2、 硫 化 水

素 反 胞乱3、 「ペ ノレ才 キ シタ'-v」 、4、 「カタ ラー ゼ」、

5、「ウ レアー ゼ」ノ諸 項 二就 テ ノ 知 見 ヲ 誼 加 報告 シテ

〃}ノレ。

1.著 者 ハ(1然 界 非 病 原 性 抗 酸 性 菌 多株 中 カ ラ1株 ノ

「イ'置{一 ル」反 慮 陽性 株 ヲ駁 見 シタ。

2.抗 酸 性 菌 ノ人 部 分 ハ硫 化 水素 ヲ褒 生7・]v。 但 シ陰

性 ノモ ノ モ ア ノレ。

3,抗 酸 性 菌 ハ 「^ル オ キ シ グー ゼ」反 慮 ヲ示 ス。

4・ 鼠 癩 組 織 中 ノ鼠 癩 菌 ノ・著 者 ノ方 法 二依 ツ テ恐 ラ ク

「カタ ラー ゼ」ヲ搬 生 ヌ ル モ ノ ト推 定 サ レ得 ル
、シカ シ・

眞 ノ噺 定 ノ・純 粋 培養 成 功 後 デ ナ ケ レメ下 サ レナ イ。

5.「 ウ レアーv」 ・・抗 酸 性 菌 鑑別 上 最 モ圭 要 ナ 役割 ヲ

演 ズル モ ノ デ アル。 著 者 ノ・次 ノ標 ナ成 績 ヲ得 久 即 チ

水 中 ヨ リ分 離 セ ル19株 ・・緯 テ 「ウ レア ー ゼ」陰 性 、 又

土 壌 ヨ リ分 離 セ ル16株 ・・総 テ陽 性 デ ア ル。 島 型 結 核

菌 ノ・総 テ陰 性 デ ア ル、而 シテ コ ・事 實 ハ將 來 抗 酸 性 苗

殊 二非 病 原 性 抗 酸 性 菌 ノ 分 類 上 必 ズ 役 立 ツ モ ノデ ア

Jt・S{ヲ推 噺 ス'レ。(東 京 市療 柴 田 抄)

抗 酸 性 菌 ノ集 落 解 離 蛇 二集 落 色 調璽 異 二就 テ 。抗

酸 性菌 ノ研 究(其 ノ七)

戸 田 忠雄 、 占部 薫(東 京 馨 事 新 誌 、No.2984、 昭 和11

年5月)

自然 界 抗 酸 性 菌 モ 他 ノ 普 通細 菌 叉 ノ・結 核 菌 ト同様 二

S型 蛇 二R型 二集 落 解 離 シ得 ル。 ソノ誘 因bシ テ ハ種

種 ナ ノレ人 工 的 操 作 がア ゲ ラ レノレが 特 豪 牲 二 來,レ場 合

モ ア ル。S型 、R型 ハ ソ ノ生物 學 的 性 状 二多 少 ・差違

ガ存 ス ル ガ特 二著 シ クナ イ ノモ ア ル。

自然 界 抗 酸 性 菌 ノ 集 落/色 調 ノ・種 々ナ ル操 作 中 二憂

色 叉 ノ・槌 色 ス ル場 合 ガ アル。コ レハ「 般 二黄 榿 色 系統

ノ者 二多 イ、而 シテ コ ノ墾 色 ノ・一 時 的 デ 室 温 二放 置 ス

ル場 合 復 蹄 ス ル モ ノ ト恒 久 的 二 墾 異 ヌ ル モ ノ トガア

ル。 但 シ コ ノ株 ハ比 較 的紗 イ。自然 界 非 病 原 性 抗酸 性

菌 ノ分 類 二集 落 ノ色 調 ヲ 基 準 トス ァレコ トノ・最 モ便 利

ナ モ ノ ト考 ヘ ル ガ 恒 久 的墾 色 ヲ 來 ス事 モ ア,レノデ暫

定 的 分 類 ノ範 園 ヲ出7レ コ ト・・出來 ヌ。

(東 京 市療 柴 田抄)




